
も く じ 

万次郎足湯オープン 

元気プロジェクト本格稼動 

ゴールデンウィークイベント情報ゴールデンウィークイベント情報 

議会だより 

2 

3 

5 

10

万次郎足湯オープン 

元気プロジェクト本格稼動 

ゴールデンウィークイベント情報 

議会だより 

2 

3 

5 
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桜 

祭 

り 

開 

催 
桜
満
開 

う
す
ば
え
桜
公
園 

　
四
月
だ
と
い
う
の
に
、初
夏
を

感
じ
さ
せ
る
陽
気
の
４
月
19
日
、

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、う
す
ば
え

桜
公
園
の
『
桜
祭
り
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。  

　
今
年
で
６
回
目
と
な
る
桜
祭

り
で
す
が
、桜
公
園
が
で
き
た
時

に
植
樹
さ
れ
た
八
重
桜
の
木
は
、

高
さ
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
成
長

し
ま
し
た
。  

　
公
園
と
と
も
に
成
長
す
る
こ

の
桜
は
、以
前
か
ら
あ
る
桜
の
木

と
ま
る
で
親
子
の
よ
う
に
よ
り

そ
い
、う
す
桃
色
の
花
び
ら
は
春

風
に
乗
っ
て
ひ
ら
ひ
ら
と
地
面

に
舞
い
降
り
ま
す
。  

　
一
年
の
う
ち
、ほ
ん
の
ひ
と
と

き
見
る
こ
と
が
で
き
る
、や
さ
し

い
色
の
風
景
は
、松
尾
の
澄
ん
だ

空
気
と
共
に
す
っ
と
心
に
入
っ

て
き
ま
す
。  

  
　
春
の
休
日
を
楽
し
む
家
族
づ

れ
や
友
達
同
士
で
参
加
し
た
子

ど
も
達
の
明
る
い
笑
顔
と
楽
し

い
笑
い
声
が
、松
尾
の
山
に
ひ
び

き
わ
た
っ
た
一
日
で
し
た
。 

　
こ
の
春
、
四
国
の
最
南
端
、
あ
し

ず
り
温
泉
郷
に
『
足
湯
』
が
プ
レ
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
足
湯
施
設
は
、
日
本
宝
く

じ
協
会
の
助
成
を
う
け
て
建
築
さ

れ
た
も
の
で
す
。  

　
美
し
い
木
目
の
看
板
に
迎
え
ら

れ
、
中
に
入
る
と
さ
わ
や
か
な
木

の
香
り
に
包
ま
れ
る
な
ご
み
の
空

間
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。  

　
ゆ
っ
た
り
と
腰
を
降
ろ
す
と
、

迫
力
あ
る
白
山
洞
門
が
目
前
に
迫

り
、
地
元
で
あ
り
な
が
ら
見
事
な

ま
で
の
景
色
に
あ
ら
た
め
て
感
動

し
ま
す
。  

　
オ
ー
プ
ン
に
先
が
け
て
、
地
元

足
摺
岬
保
育
園
と
足
摺
岬
小
学
校

の
子
ど
も
達
が
足
湯
体
験
に
訪
れ

ま
し
た
。  

　
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
達
が
は
じ

め
て
の
足
湯
に
大
喜
び
。 

　
４
月
20
日
か
ら
は
、
一
般
利
用

も
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
度
の
休

日
に
は
足
湯
体
験
に
で
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。 

万次郎
足湯 

  　 オ
ープン

 万次郎
足湯 

  　 オ
ープン

 万次郎
足湯 

  　 オ
ープン

 

～あしずり温泉郷に絶景足湯完成！～ ～あしずり温泉郷に絶景足湯完成！～ 

あしずり温泉開湯10周年記念 

主催：「あしずり温泉」 
　　  活用推進事業実行委員会 

期間…６月１日～10日 

6/1 オープニングイベント 
●郷土芸能大会 
●もち投げ　●大漁鍋 
●花火　●皿鉢祭り  予定 

万次郎足湯グランドオープン事業 
利  

用  

料
…
無
料 

営
業
時
間
…
午
前
８
時
〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
７
時 

定  

休  

日
…
水
曜
日 
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う
ど
ん
や
そ
ば
の
ダ
シ
と
し
て
、
高
い

品
質
を
保
持
し
、
全
国
一
位
の
出
荷
数
を

誇
る
本
市
の
特
産
品
「
宗
田
節
」
入
札
即
売

会
が
、
土
佐
清
水
市
鰹
節
水
産
加
工
業
協

同
組
合
（
倉
松
敏
高
組
合
長
）
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
原
料
と
な
る
メ
ジ
カ
の
最
漁

期
に
、他
県
で
大
量
に
買
い
付
け
が
行
わ
れ
、

例
年
並
み
の
原
料
を
確
保
で
き
ず
、
前
年

よ
り
入
札
総
量
は
少
な
く
な
っ
た
も
の
の
、

伝
統
の
技
で
丹
精
込
め
て
つ
く
ら
れ
た
宗

田
節
に
は
、カ
ビ
付
き
で
、１，
４
６
３
円
の

最
高
値
が
付
く
な
ど
、
参
加
し
た
業
者
か

ら
は
高
い
評
価
を
う
け
ま
し
た
。 

　
青
く
輝
く
メ
ジ
カ
が
、
手
間
の
か
か
る

い
く
つ
も
の
行
程
を
経
て
、
ま
っ
た
く
違

う
姿
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
出
荷
さ
れ
た
宗
田
節
は
、
料
理
に
な
っ

た
時
、
青
い
輝
き
も
乾
燥
し
た
茶
褐
色
も

そ
の
姿
を
見
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
土
佐
清
水
市
の
伝
統
と
歴
史
、

そ
し
て
作
り
手
た
ち
の
愛
情
と
自
信
を
こ

め
た
宗
田
節
は
、
和
食
を
際
立
た
せ
る
最

高
の
脇
役
と
し
て
日
本
全
国
の
食
通
達
を

満
足
さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

土佐清水元気プロジェクトスタート 

美味しい料理に舌鼓 

元気工房内のスイーツ作業 

春
、
威
勢
良
く
！ 

宗
田
節
入
札
即
売
会 

　
さ
る
４
月
８
日
、
大
岐
福
祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
本
年
４
月
よ
り
本
格
稼

働
し
た
、『
元
気
ま
る
ご
と
工
房
』（
株
式

会
社
　
土
佐
清
水
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

が
、
商
品
披
露
と
住
民
と
の
交
流
を
兼

ね
、昼
食
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
昨
年
11
月
に
発
足
し
た
同
社
は
、
地

元
で
と
れ
る
食
材
を
利
用
し
た
四
季
折
々

の
加
工
品
の
開
発
や
、
市
内
外
へ
の
流

通
販
売
網
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

　
今
回
の
昼
食
会
で
は
、
大
岐
地
区
住

民
を
む
か
え
、
魚
や
野
菜
、
米
、
黒
糖

な
ど
に
加
え
、
竹
の
子
や
フ
キ
、
イ
タ

ド
リ
な
ど
、
市
内
各
地
で
と
れ
た
春
の

食
材
を
活
か
し
た
斬
新
な
料
理
が
並
び

ま
し
た
。 

　
同
社
が
運
営
す
る
『
元
気
ま
る
ご
と

工
房
』
で
は
、
足
摺
沖
で
と
れ
た
魚
を
、

凍
ら
せ
る
の
で
は
な
く
眠
ら
せ
る
「
液

体
凍
結
シ
ス
テ
ム
」の
ほ
か
、最
新
の
厨

房
機
器
を
導
入
し
て
お
り
、
食
材
を
加

工
す
る
こ
と
で
、
規
格
外
農
産
品
や
低

価
格
魚
に
付
加
価
値
を
つ
け
市
場
拡
大

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
常
日
頃
、
新
鮮
な
食
材
に
口
が
肥
え

て
い
る
参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は「
獲

れ
た
て
の
魚
と
か
わ
ら
ん
ね
、
そ
こ
ら

へ
ん
に
あ
る
も
ん
や
に
、
こ
ん
な
に
美

味
し
く
な
る
が
や
ね
。」と
た
く
さ
ん
の

驚
き
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　
土
佐
清
水
市
の
土
と
水
で
育
ま
れ
た

季
節
ご
と
の
食
材
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
加
工
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
く
の

か
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
働
く
若
者
達
が
、

地
域
産
業
と
協
力
し
あ
い
な
が
ら
、
共

に
清
水
を
元
気
に
し
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 



日 曜日 行　　　　　　　　事 図　書　館 

 

日 曜日 行　　　　　　　　事 図　書　館 

月　日 当  番  医 住所 電　　話 

休
　
日
　
当
　
直
　
医
 

５／３(日) 

５／４(月) 

５／５(火) 

５／６(水) 

５／10(日) 

５／17(日) 

５／24(日) 

５／31(日) 

６／７(日)

松 谷 病 院  

渭 南 病 院  

松 谷 内 科  

松 谷 病 院  

渭 南 病 院  

松 谷 病 院  

渭 南 病 院  

松 谷 内 科  

松 谷 病 院  

天神町 

越前町 

栄　町 

天神町 

越前町 

天神町 

越前町 

栄　町 

天神町 

( 8 2 ) 0 0 0 1  

( 8 2 ) 1 1 5 1  

( 8 2 ) 1 3 7 7  

( 8 2 ) 0 0 0 1  

( 8 2 ) 1 1 5 1  

( 8 2 ) 0 0 0 1  

( 8 2 ) 1 1 5 1  

( 8 2 ) 1 3 7 7  

( 8 2 ) 0 0 0 1

※当直医に変更がある場合があります。電話等で確かめてから行きましょう。 

 

５／ ３(日） 

５／17（日） 

５／10（日） 

６／７（日） 

５／24（日） 

５／31（日） 

自　由　営　業 

カネニ石油(以布利)・安 田 石 油(下ノ加江)・ 
日 新 石 油(三　崎)

仙 石 石 油(下ノ加江)・たけだ石油(元　町)

溝 渕 石 油(旭　町)・三 浦 石 油(三　崎)

久 松 石 油(越前町)・橋 詰 石 油(下ノ加江)

江 口 石 油(大　岐)・福 山 石 油(足摺岬)・ 
三 浦 石 油(三　崎)

日曜営業ガソリンスタンド 月日 

 

 

 

 

 

 

11:00 

 

 

9:00 

 

10:00 

 

10:00 

 

 

 

 

 

11:00

 

 

11:00

市民の動き 
平成21年3月31日現在 

（前 月 比） 

総数 
16,911 
 (-134)

男 
7,894 
 (-73)

女 
 9,017 
  (-61)

出生 
5 
(±0)

死亡 
24 
(+2)

世帯数 
8,107 
(-30)

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

 

紙 芝 居 

 

 

 

 

 

 

英語で遊ぼう 

読み聞かせ 

 

英語の絵本読み聞かせ 

 

 

 

紙 芝 居 

映　　画 

 

英語の絵本読み聞かせ 

 

 

 

紙 芝 居 

読み聞かせ 

 

英語の絵本読み聞かせ 

 

 

 

紙 芝 居 

映　　画 

 

英語の絵本読み聞かせ 

 

 

 

紙 芝 居 

映　　画 

 

祝日　休館 

祝日　休館 

祝日　休館 

休館　図書整理日 

 

16:30 

 

 

 

14:00 

11:00

 

14:00 

 

 

 

 

 

 

14:00 

11:00 

 

16:30 

 

 

 

14:00 

11:00 

 

16:30 

 

 

 

14:00 

11:00 

 

16:30 

 

 

 

14:00 

11:00

メーデー・こどもの読書週間（～5/12) 

八十八夜 

憲法記念日 

みどりの日 

子供の日・立夏・端午の節句・児童福祉週間 

振替休日 

犬猫保護(市役所環境課) 

世界赤十字デー 

 

じんべえ市・海遊館以布利センター一般公開・母の日 

 

年金相談(市役所市民課) 

 

行政相談(市役所市民室) 

沖縄本土復帰記念日 

 

 

 

 

犬猫保護(市役所環境課) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費者の日 

世界禁煙デー 

気象記念日・電波の日・水道週間 

 

犬猫保護(市役所環境課) 

歯の衛生週間 

世界環境デー 

■
５
月
９
日
（
土
） 

　
第
25
回
市
連
合
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会 

●
開
　
演
　
午
後
６
時
30
分 

●
入
場
料
　
３
０
０
円 

　
　
　
　
　
（
※
当
日
４
０
０
円
） 

●
主
　
催
　
市
連
合
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会 

●
協
　
賛
　
若
柳
流
玲
華
の
会 

 

■
５
月
11
日
（
月
） 

　
清
水
の
将
来
を
考
え
る 

　
　
土
佐
清
水
市
長
選
公
開
討
論
会 

●
開
　
演
　
午
後
７
時 

　
　
　
　
　
（
開
場
：
午
後
６
時
30
分) 

●
入
場
料
　
無
　
料 

●
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
青
年
会
議
所 

●
後
　
援
　
リ
ン
・
カ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム 

　
　
　
　
　（
公
開
討
論
会
支
援
Ｎ
Ｇ
Ｏ
） 

 

■
５
月
17
日
（
日
） 

　
リ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

　
　
（
生
徒
に
よ
る
ピ
ア
ノ
発
表
会
） 

●
開
　
演
　
午
後
２
時 

　
　
　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分) 

●
入
場
料
　
無
　
料 

●
主
　
催
　
中
山
ひ
と
み 

 

■
５
月
31
日
（
日
） 

　
第
８
回
土
佐
清
水
市
連
合
婦
人
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芸
能
大
会 

●
開
　
演
　
午
後
６
時
30
分 

　
　
　
　
　
（
開
場
：
午
後
６
時) 

●
入
場
料
　
５
０
０
円 

●
主
　
催
　
土
佐
清
水
市
連
合
婦
人
会 

●
後
　
援
　
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会 

６月（水無月－みなづき） 

◆
５
月
15
日
（
金
） 

　
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
」一
般
無
料
開
放
日 

●
時
間
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

※
利
用
希
望
者
は
文
化
会
館
ま
で 

　
　
　  

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

5月の移動図書館 巡回予定のお知らせ 
(区長場分のみ掲載しています) 

　下記の日程で巡回しています。本館で借りた本の返却
もできますのでぜひご利用ください。 
※本館とは別に8冊まで借りることができます。 
５月 7日(木) 
５月 8日(金) 

 
 

５月12日(火) 
 

５月13日(水) 
 
 

５月14日(木)

10:50～11:10 
10:45～11:00 
11:40～12:00 
14:30～14:45 
10:30～10:50 
11:00～11:15 
13:00～13:40 
14:00～14:20 
14:30～14:50 
15:30～15:50

津 呂 区 長 場  
貝ノ川浦(漁港付近) 
三 崎 浦 区 長 場  
上 野 区 長 場  
長   笹 
下   浦(漁港内) 
足 摺 岬 区 長 場  
大 浜 区 長 場  
中 浜 区 長 場  
大岐福祉センター 

※天候により日程が変更になる場合があります。 
　場所がわからない時はお問い合わせください。 

お問い合わせ市民図書館（電話82-4151） 

31

文化会館 
ご 案 内  

市民文化会館 
☎82-3300

５月（皐　月－さつき） 

５ 21



文　　芸 

あ
さ 

り 

み
ち
み
ち 

つ
わ
ぶ
き 

と
と
の 

て
ん
く
う 

あ
お
い
っ
し
ょ
く 

ば 

さ
か 

こ 

た
ま 

こ
え 

ま
な
び
や 

ぬ
し 

な
か 

べ
に 

つ 

ば 

き 

こ 

み
や 

け
ん
じ
ょ
う 

は 
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か
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花 

布
　
　
川
村
美
代
香 

磯
菜
摘
む
岩
場
に
人
の
見
え
隠
れ 

布
　
　
西
山
　
誠
子 

隣
よ
り
潮
吹
く
浅
蜊
貰
い
け
り 

布
　
　
岡
部
　
啓
子 

雨
あ
が
り
春
一
番
が
荒
れ
果
て
る 

布
　
　
野
並
　
豊
美 

黒
潮
の
遠
く
に
光
り
薮
椿 

下
ノ
加
江
　
宮
崎
宇
佐
美 

春
の
宵
ナ
ー
ス
廊
下
を
足
速
に 

中
　
浜
　
渡
辺
　
初
雄 

径
々
に
摘
む
石
蕗
の
彼
岸
か
な 

浦
　
尻
　
上
原
　
宣
子 

満
開
も
散
り
て
も
美
事
桜
花
な
り 

旭
　
町
　
中
村
　
永
子 

扇
持
ち
春
爛
漫
の
桜
花
舞
う 

本
　
町
　
浦
岡
　
輝
子 

鯉
の
ぼ
り
仰
ぎ
見
る
人
微
笑
み
て 

天
神
町
　
吉
川
　
豊
実 

餌
付
け
す
る
小
鳥
た
ち
に
も
竹
の
秋 

栄
　
町
　
岡
本
　
英
香 

蝋
燭
の
灯
に
立
雛
の
影
動
く 

加
久
見
新
町
　
岡
本
　
　
尚 

裏
薮
と
わ
が
庭
結
び
笹
る
鳴
く 

三
　
崎
　
小
南
　
綾
子 

調
え
し
髪
逆
で
て
春
の
風 

三
　
崎
　
平
野
寿
栄
喜 

学
び
舎
へ
ペ
ダ
ル
踏
む
孫
の
桜
の
道 

三
　
崎
　
上
田
み
つ
え 

雨
降
て
希
望
与
え
し
玉
の
肥 

上
　
野
　
野
村
　
綾
子 

天
空
や
青
一
色
の
さ
つ
き
晴
れ 

竜
　
串
　
浜
平
由
美
子 

 

◆ 

短
　
　
歌 

◆ 

ぴ
か
ぴ
か
の
中
学
一
年
吾
が
曾
孫

学
び
の
み
ち
を
未
来
に
架
け
よ 

布
　
　
橘
　
　
光
子 

益
野
川
流
る
る
岸
辺
の
学
舎
や

主
を
な
く
し
て
桜
散
る
ら
ん 

以
布
利
　
畠
中
　
類
子 

女
神
様
お
腹
の
な
か
の
子
の
宮
で

育
て
生
れ
た
母
の
心
わ 

松
　
尾
　
久
能
　
澄
江 

紺
碧
の
海
を
眼
下
に
足
摺
の 

風
に
舞
い
散
る
紅
椿
花 

栄
　
町
　
立
田
　
茂
雄 

献
上
の
博
多
の
帯
も
色
褪
せ
ぬ

在
り
し
日
懐
か
し
た
ら
ち
ね
の
母 

加
久
見
新
町
　
二
神
　
若
榮 

咲
き
競
い
吹
雪
と
な
り
て
空
に
舞
う

桜
の
姿
言
葉
な
く
見
る 

三
　
崎
　
依
岡
　
里
美 

大
師
寺
の
屋
根
が
中
継
南
無
春
だ

花
見
だ
友
へ
メ
ー
ル
で
乾
杯 

下
川
口
　
川
　
　
　
口 

 

◆ 

川
　
　
柳 

◆ 

給
付
金
越
後
の
酒
と
血
圧
計 

以
布
利
　
や
ま
だ
の
爺 

湯
の
み
か
ら
じ
き
ぐ
い
呑
み
に
な

る
出
世 

元
　
町
　
だ
れ
・
弥
助 

大
空
の
五
月
の
風
に
お
よ
ぐ
鯉 

下
ノ
加
江
　
村
　
一
　
人 

す
く
す
く
と
育
み
夢
抱
く
子
供
の
日 

竜
　
串
　
浜
平
　
　
健 

清
水
の
美
海
山
川
の
自
然
な
り 

下
川
口
　
井
上
美
由
亀 

一  般  図  書 
院長の恋 

廃墟建築士 

舞い落ちる村 

少年譜 

白夜に紡ぐ 

英雄の書　上・下 

珈琲屋の人々 

どうせ、あちらへは手ぶらで行く 

待ってる　橘屋草子 

鬼平犯科帳18-1～3（大活字本） 

土門　拳（鬼が撮った日本） 

すぐわかる茶の湯の懐石道具 

男道 

高知県植物誌 

物価の文化史事典 

反貧困「すべり台社会」からの脱出 

小林・益川理論の証明 

レバレッジ・マネジメント 

シュタイナーの子育て 

「裁く」ための練習帳 

戦国武将引き際の継承力 

人を見抜く技術 

すごく使える！超グーグル術　　   

児  童  図  書 
崖っぷちに立つあなたへ 

武士道ｾﾌﾞﾝﾃｨｰﾝ 

子どもに語るｱﾝﾃﾞﾙｾﾝのお話1.2 

秒読み　筒井康隆ｺﾚｸｼｮﾝ 

流氷の伝言 

ダーウィンと進化論 

ちいちゃんのたからもの 

つみきのいえ 

チリとチリリはらっぱのおはなし 

（他多数） 

市民図書館のすべての蔵書はインターネットホームペ

ージからも検索できます。 

アドレス　http://shimintosho.city.tosashimizu.kochi.jp/

 
佐藤　愛子 

三崎　亜記 

谷崎　由依 

伊集院　静 

志村　ふくみ 

宮部　みゆき 

池永　陽 

城山　三郎 

あさの　あつこ 

池波　正太郎 

藤森　武 

矢部　良明 

清原　和博 

（財）高知県牧野記念財団 

甲賀　忠一 

湯浅　誠 

立花　隆 

本田　直之 

月刊クーヨン編集部 

森　炎 

童門　冬二 

桜井　章一 

斎藤　幾郎 

 

落合　恵子 

誉田　哲也 

松岡　享子訳 

筒井　康隆 

小原　玲 

クリスタン・ローソン 

杉浦　さやか 

加藤　久仁生 

どい　かや 

市民図書館新着図書 
市民図書館 (82) 4151

《 開館時間を延長 》 
期間５～10月 

　　平　日　午前10時～午後７時 
　　土・日　午前10時～午後６時 
　　休館日　祝日と毎月最終金曜日（図書整理日） 

　図書の充実のため、国際ソロプチミスト幡多よ

り10万円のご寄付をいただき、中浜万次郎に関す

る資料や乳幼児向けの絵本を購入させていただき

ました。 

　ありがとうございました。 
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実　施　日 

 

 

5月11日(月)

実　施　場　所 

足摺岬区長場 

松尾小学校 

大浜区長場 

津呂区長場 

窪津区長場 

中浜会館 

受　付　時　間 

午前 9:00～ 9:30

午前10:00～10:30 

午前11:00～11:30 

午後 1:30～ 1:50 

午後 2:10～ 2:40 

午後 3:20～ 3:50

実　施　日 

 
 

5月20日(水)

実　施　場　所 

平ノ段区長場 

斧積区長場 

上野区長場 

下ノ段区長場 

横道公会堂付近 

受　付　時　間 

午前 9:20～ 9:40 

午前10:10～10:30 

午前11:00～11:30 

午後 1:30～ 2:10 

午後 2:40～ 3:00

結核レントゲン検診 料金：無　料（対象：65歳以上） 

平成21年5月5日（火）～11日（月） 

児童福祉週間 

肺がんレントゲン検診 料金：200円 （対象：40歳～64歳） 

日　程 

5月26日(火)

締  切  日 

5月21日(木)

時　間 

午後1：30～ 
3：00

場　所 

幡多福祉保健所 
四万十市中村山手通19

(86)0106 

(82)2248 

(82)0520 

(88)0144 

(85)0153

下 川 口 保 育 園  

浦 尻 保 育 園  

旭 保 育 園  

足 摺 岬 保 育 園  

三 崎 保 育 園  

５月　８日(金) 

５月１３日(水) 

５月１９日(火) 

５月２０日(水) 

５月２６日(火)

園　　　名 実　施　日 

５月２２日(金) 

５月２６日(火)

子育て支援センター「どんぐりっこ」 

三 崎 保 育 園  

実　施　日 場　　　　　所 

５月　１日(金) 

５月　７日(木) 

５月１２日(火) 

５月１４日(木) 

５月２１日(木) 

５月２６日(火) 

５月２８日(木)

内　　　容 実　施　日 

保育園に 
あそびにきませんか 

園 庭 開 放 (時間：9:30～11:30)

子育て支援センター「どんぐりっこ」 
　　　　　　　　　(時間：9:30～11:30)

おいしいみそ汁宗田節 

お や こ 広 場 ほ ほ え み  

わ ん ぱ く 体 操  

ほ っ と タ イ ム  

おいしいみそ汁宗田節 

 

野 菜 と な か よ し  

お 誕 生 会  

 

リ ズ ム あ そ び  

５月１３日(水) 

５月２０日(水) 

５月２７日(水)

内　　　容 実　施　日 

子育て支援センター 

　　　「どんぐりっこ下ノ加江」 
　　　　　　　　　(時間：9:30～11:30)

三 崎 浦 区 長 場  

松 尾 区 長 場  

５月１５日(金) 

５月２９日(金)

内　　　容 実　施　日 

お で か け 広 場 
　　　　　　　　　　(時間：午前10:00～11:30) 

※５月の「おやこ広場　ほほえみ」は、 
　毎週月曜日の午前9:30～11:30です。 
　４日は祝日のためお休みです。 

心の健康相談 
ひとりで悩んでいませんか？ 
お気軽にご相談ください。 

☆お問い合わせ☆ 
子育て支援センターどんぐりっこ 

浜町6-22 清水保育園内 (83)0033

育 児 相 談  
５月の日程は、下記の通りです。 
              　　　　 （時間：午前10:00～11:00） 

健康福祉課保健指導係 (82)1111内線232

※母子手帳とバスタオルをご持参下さい。 
　困っていること、心配なことなどなんでも相談して下さい。 

※土佐清水市内での出張相談を行う場合もありますので、
　お申し込みの時にご相談ください。 
　出張の場合は、午後2時～3時30分まで  
・申し込みが多数の場合は、次回になることもあります
　のでご了承ください。 
・保健師・相談員による相談は、随時受け付けています。 

５月の予定 

精神科医師による 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 
幡多福祉保健所 健康障害課  0880 (34) 5124

相談医：精神科嘱託医  

ぴよぴよクラブ おいしいみそ汁宗田節 

ぴよぴよクラブ ベビーマッサージ 

ありがとう 
つたわるこころが 
うれしいよ 

健康・福祉コーナー 
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実　施　日 

5月19日(火)

実　施　場　所 

大岐福祉センター 

受　付　時　間 

午前8:00～9:00

実　施　日 

5月13日(水) 

5月16日(土) 

6月 5日(金)

実　施　場　所 

貝ノ川中学校 

下川口小学校 

松尾小学校 

受　付　時　間 

午前9:00～10:00 

午前9:00～10:00 

午前9:00～10:00

医　療　機　関 

(医)聖真会渭南病院 

(医)清悠会松谷病院 

(医)次田会足摺病院 

　　松谷内科 

　　足摺岬診療所 

　　安田医院 

住　　所 

越前町6-1 

天神町14-1 

旭町18-71 

栄町2-22 

足摺岬672-7 

下ノ加江220

電 話 番 号 

82-1151 

82-0001 

82-1275 

82-1377 

88-0130 

84-0037

実　施　日 

5月 1日(金) 

6月10日(水)

実　施　場　所 

以布利漁民センター 

足摺岬小学校 

受　付　時　間 

実　施　日 

 

5月8日 (金 )

実　施　場　所 

貝ノ川中学校 

下川口市民センター 

三崎市民センター 

受　付　時　間 

午前 9：30～ 9：50 

午前10：30～11：00 

午後 1：00～ 2：00

受診票に記載された 

時間にお越しください 

健康・福祉コーナー 

☆お申し込み・お問い合わせ☆ 

健康推進課保健推進係 (８２)１１１１内線263・216

胃がん検診（対象：40歳以上) 
料金：９００円 

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ検診【乳がん】（対象：40歳以上偶数年齢） 
料金：600円 

※当日は何も飲食せずにお越し下さい 

特定健診等健診（対象：40歳以上) 
料金：１，０００円(40～64歳）・65歳以上は無料 

特定健康診査・特定保健指導 

※健診当日は受診券・保険証が必要となります 
(受診券がないと当日は受診できません)

子宮がん検診（対象：20歳以上偶数年齢） 
料金：600円 

※乳がん検診は受診票をお送りする方 
　(対象年齢で検診の申込済み)が対象となります 
 
【平成21年度の検診・健診の年齢】 
平成22年3月31日現在における満年齢  
【受診結果について】 
がん検診の受診結果は、約1ヵ月後に異常が見つかった方
のみに通知します。  
【市が実施する検診を受診できない方】 
　・公務員 
　・健康診断を実施している事業所にお勤めの方 
　・各種検診対象年齢以外の方 
　・病院で現在受療中(治療中)や、すでに検査を実施した方 
　・土佐清水市に住民票を置いていない方 

　平成２０年度より特定健診（対象：40歳～74歳の土佐

清水市国民健康保険加入者）と75歳以上の方を対象とし

た健康診査を実施しています。 

　検診内容：問診（病歴・治療中の病気・服薬中の薬など） 

・身体計測（身長・体重・BMI・腹囲）・診察・血液 

  検査・尿検査・血圧測定 

※BMIとは、体重(体格)指数のことで、 

　　　　　　体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)で算出します。 

　健診に必要なもの：受診券と保険証 

※受診券は平成21年5月上旬(予定)頃、市の国民健康保険

　に加入している40歳～74歳の方に発行します。 

　　75歳以上につきましては、後期高齢者医療加入者で

　介護保険を利用されていない方に発行します。ただし、

　生活習慣病で治療中（服薬中）の方は受診の対象には

　なりませんので現在の治療を継続してください。 

実施形態 

・集団健診 

・個別健診（委託契約を締結した医療機関での健診で、

　平成20年度から実施しています。） 

健診料金 

・集団健診40歳～64歳1,000円65歳以上無料 

・個別健診40歳～64歳2,000円65歳以上無料 

※個別健診を受診される場合は、必ず事前に受診する医

　療機関へ確認してください。 

 

個別健診が受けられる市内医療機関 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※健診結果と特定保健指導について 

　健診結果は後日(約１ヶ月後)ご本人にお送りします。 

　　また、健診結果により保健指導の対象となられた方

　へは別途ご案内をします。 

※その他 

　社会保険等の被扶養者の方は、加入している保険での

　健診となりますので被保険者のお勤め先へ確認をお願

　いします。 

５月・６月の検診日程 
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国民年金保険料の　退職（失業）による特例免除について 
幡多社会保険事務所　℡0880-34-1616　　市民課年金係　℡82-1111　内線　255

市民課国保係　℡82-1111　内線　262

国保に加入・脱退するときは届出が必要です 

　特例免除は、申請する年度または前

年度において退職（失業）の事実があ

る場合に対象となります。 

　保険料免除の申請は、住民票のある

市町村役場か社会保険事務所へ「国民

年金保険料免除申請書」を提出（郵送可）

してください。（申請書は市町村役場

または社会保険事務所にあります）また、

この特例免除については、配偶者・世

帯主が退職された場合も対象となります。 

○職場の健康保険を脱退 

○子どもが生まれた時 

○他の市町村から転入 

○生活保護でなくなった時 

○職場の健康保険に加入 

○死亡した時 

○他の市町村に転出 

○生活保護を受け始めた時 

○職場の健康保険を喪失した証明書 

○母子健康手帳 

○転出証明書 

○保護廃止決定通知書 

○職場の健康保険証、国保の保険証 

○死亡を証明するもの、国保の保険証 

○国保の保険証 

○保護開始決定通知書、国保の保険証 

①年金手帳または基礎年金番号の 

　わかるもの（納付書等） 

②みとめ印 

（本人が署名する場合は不要） 

③失業していることを確認できる公的 

　機関の証明の写し 

（雇用保険受給資格者証、離職票等） 

保険料を一部納付したのと同じ 

病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡

くなったときの遺族年金など、免除承認期間については支給対象

の期間とされます。 

免除期間の年金額の計算は、保険料が納付された場合と比較して、

3分の１となります。 

特例免除とは、通常であれば審査の対象となる本人の所得を除外

して審査を行い、保険料の納付が免除されるものです。（配偶者、

世帯主に一定以上の所得があるときは、保険料免除が認められな

い場合があります。） 

メリット1

万が一の際にも確かな保障 メリット2

本人所得を除外して審査 メリット3

　
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
り
、
加

入
し
た
と
き
に
は
14
日
以
内
に
届
出
が
必

要
で
す
。 

　
届
出
を
し
て
い
な
い
場
合
や
遅
れ
た
場

合
に
は
、
国
保
税
を
さ
か
の
ぼ
り
納
め
る

こ
と
に
な
っ
た
り
、
国
保
が
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

脱
退
す
る
の
は 

こ
ん
な
と
き 

加
入
す
る
の
は 

こ
ん
な
と
き 

届出に必要なもの 

担当者：高知地方法務局所属 中村公証役場公証人 

予約制：平日に事前に電話で予約してください。（予約電話番号　0880-34-1728） 

相談日：平成21年5月23日(第4日曜日) 

時　間：午前9時から午後5時頃まで(1組約50分 

場　所：中村公証役場(四万十市中村大橋通6丁目3番7号 第一とらやビル4階） 

相談内容：遺言のほか、相続、金銭･不動産の貸借、離婚に伴う養育料･財産分与･高齢者等の財産管理など 

※相談は無料･秘密厳守です。お気軽にご相談ください。 

中村公証役場 0880(34)1728

日曜･遺言等公証法律相談 



2621 ５ 

納
税
協
力
員
を
紹
介
し
ま
す 

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
を
天
引
き
す
る 

制
度（
特
別
徴
収
）が
始
ま
り
ま
す
。 

平成20年度をもって 

　　　　委嘱終了の方 

江口　勝則さん（布　　浦） 

岡本淳次郎さん（下　　浦） 

永井　京子さん（下　　浦） 

山下　喜子さん（寿　　町） 

原　　　大さん（三 崎 浦） 

村井　晴代さん（下川口浦） 

門田　　昇さん（貝ノ川郷） 

近藤　　弘さん（藤 ノ 川） 

氏　名 

宮上　昌三 

横山　　勇 

川渕　貞雄 

近藤　敏彦 

菊池　　淳 

山崎　　實 

田邉　勝行 

遠近　菊男 

福田　京弘 

西村　敏行 

桑原　　磐 

武内　義典 

濱田　正興 

角田　良平 

新谷　敏彦 

谷村　典保 

平野　順久 

岡　　宣男 

生原　　忠 

岡山　訓博 

早川　　治 

弘畑　 治 

津田　元旦 

平林　啓子 

武藤　秀明 

上野　勝年 

地区名 

立　石 

布　郷 

市野々 

大　岐 

以布利 

窪　津 

津　呂 

足摺岬 

松　尾 

大　浜 

中　浜 

加久見 

養　老 

越地区 

市場町 

爪　白 

平ノ段 

下ノ段 

斧　積 

上　野 

下益野 

下川口郷 

貝ノ川浦 

大　津 

宗呂上 

宗呂下 

電話番号 

84-0630 

84-0909 

84-1438 

82-8028 

82-8270 

82-7122 

82-7233 

88-0004 

88-0062 

82-9237 

82-9027 

82-1161 

82-0765 

82-1669 

82-0315 

85-0144 

85-0124 

85-0031 

85-0114 

85-0021 

85-0132 

86-0032 

87-0160 

87-0001 

86-0029 

86-0810

住所 

立石853 

布2132 

下ノ加江985-ロ 

大岐区長場 

以布利区長場 

窪津区長場 

津呂区長場 

足摺岬区長場 

松尾区長場 

大浜区長場 

中浜区長場 

加久見区長場 

養老区長場 

越連合区長場 

市場町4-11 

爪白区長場 

平ノ段区長場 

下ノ段区長場 

斧積区長場 

上野区長場 

下益野区長場 

下川口郷区長場 

貝ノ川浦区長場 

グリーンハイツ10-1-107 

宗呂上区長場 

宗呂下区長場 

これまで税務行政の推進に

ご協力をいただきまして誠

にありがとうございました。 

　
本
市
で
は
、
市
税
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
の
納
付
に
つ
い
て
便
宜
を
は

か
り
、
ま
た
収
納
率
の
向
上
の

た
め
徴
収
事
務
の
取
り
扱
い
を

次
の
26
名
の
納
税
協
力
員
に
委

嘱
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

平
成
21
年
10
月
分
よ
り 

税務課 

82-1111 

(内線 258)

税務課 

82-1111 

(内線 259)

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
人 

○
当
該
年
度
の
初
日
（
４
月
１
日
）
に
お

い
て
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給
者
で
、

前
年
中
の
年
金
所
得
に
か
か
る
個
人
住
民

税
の
納
税
義
務
の
あ
る
人 

○
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
（
天
引
き
）

さ
れ
て
い
る
人 

 

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金 

○
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
老
齢
基
礎
年
金

な
ど
で
、
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金 

 

特
別
徴
収（
天
引
き
）さ
れ
る 

個
人
住
民
税（
市
民
税
・
県
民
税
） 

○
天
引
き
対
象
と
な
る
個
人
住
民
税
は
、

公
的
年
金
の
年
金
所
得
に
か
か
る
均
等
割

及
び
所
得
割
の
税
額
の
み
で
す
。
な
お
、

こ
れ
以
外
の
所
得
に
か
か
る
個
人
住
民
税

及
び
年
金
天
引
き
の
対
象
と
な
ら
な
い
方

の
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
給
与
天
引
き
（
特
別
徴
収
）ま
た
は
、

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。 

　
特
別
徴
収
さ
れ
る
公
的
年
金
の
税
額
は
、

６
月
に
送
付
す
る
税
額
決
定
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
21
年
度
（
特
別
徴
収
開
始

初
年
度
）
に
つ
い
て
は
、
公
的
年
金
等
に

か
か
る
個
人
住
民
税
の
年
税
額
の
半
分
が

６
月
と
８
月
に
納
付
書
や
口
座
振
替
（
普

通
徴
収
）
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ
き
、

残
り
の
半
分
を
10
月
、
12
月
、
２
月
に
年

金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
さ
れ
ま
す
。 

　
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制

度
は
、個
人
住
民
税
の
納
付
方
法
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
に
よ
り

年
間
の
税
額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

5月の納税 
固定資産税　（第１期分) 

納 期 限　６月１日（月)

 納期内の納入にご協力く

ださい。 

 納期限までに完納しない

場合は、納期日までの日数

に応じた延滞金を加算し

て納付しなければなりま

せん。 



市内一斉清掃 お知らせとおねがい 

一斉清掃実施日　６月７日（日） 

合併処理浄化槽設置補助 

６月２日（火）６月２日（火） ６月２日（火） 

６月４日（木）６月４日（木） ６月４日（木） 

実　施　場　所 

上野区長場 
斧積区長場 
平ノ段区長場 
大津公会堂前 
貝ノ川橋付近 
下川口市民センター 
宗呂上区長場 
竜串福祉センター 
三崎市民センター 
下益野区長場 
養老区長場 
加久見区長場 
越連合区長場 
中央公民館 
 

実　施　場　所 
浦尻・前田茂子商店前 
ｸﾞﾘｰﾝﾊｲﾂ市営住宅前 
窪津区長場 
津呂区長場 
足摺岬区長場 
松尾小学校 
大浜区長場裏駐車場 
中浜区長場 
緑ヶ丘公園中央入口 
本町公園 
元町公園 
以布利漁民センター 
大岐区長場 
布消防屯所前 
下ノ加江市民センター 
小方青年会館 
市野々公会堂 

実　施　時　間 

午前 9:30～ 9:35 
 〃  9:45～ 9:50 
 〃 10:00～10:10 
 〃 10:30～10:35 
 〃 10:45～10:50 
 〃 11:00～11:10 
 〃 11:20～11:25 
午後 1:00～1 :05 
 〃  1:15～ 1:25 
 〃  1:35～ 1:40 
 〃  1:50～ 1:55 
 〃  2:05～ 2:10 
 〃  2:20～ 2:30 
 〃  2:40～ 2:50 

 
実　施　時　間 
午前 9:30～ 9:35 
 〃  9:45～ 9:50 
 〃 10:00～10:05 
 〃 10:15～10:20 
 〃 10:35～10:40 
 〃 10:50～10:55 
 〃 11:10～11:15 
 〃 11:25～11:30 
 〃 11:40～11:45 
午後 1:00～ 1:05 
 〃  1:15～ 1:20 
 〃  1:35～ 1:40 
 〃  1:55～ 2:05 
 〃  2:35～ 2:40 
 〃  2:55～ 3:00 
 〃  3:10～ 3:15 
 〃  3:25～ 3:30

総合建設コンサルタント 

代表取締役　藤村　修作 
本 社 〒790-0964 愛媛県松山市中村３丁目１番７号 

TEL 松山（089）931-1212番　FAX 松山（089）931-7900番 

【支店・営業所】高知県・香川県・広島県・山口県・兵庫県・三重県・奈良県・滋賀県・愛知県・首都圏・大阪府・新潟県・鹿児島県 

高知支店 
〒780-0945  高知市本宮町105-21 
　　TEL(088)850-0610(代) 
　　FAX(088)850-0611

基礎からしっかり身につけて、楽しく、しかも優雅に踊りませんか。 
ゆったりしたフラは有酸素運動です。身も心もリフレッシュ
できますよ。まずは体験してみませんか？ 
☆と　き　５月３０日（土）、３１日（日）１３：００～１４：３０ 
　　　　　＊ どちらかの日を選んでください。 
☆ところ　土佐清水市立市民体育館 
☆お申し込み・お問い合わせ 
　　　　　ハウオリズ・マサコアケタ・フラスタジオ 
　　　　　高知スタジオ　増田真理　090-5910-6967 
　　　　　（場所等現地に関することは、武田090-5270-9188へ） 

中村営業所 
〒789-0050  四万十市渡川1丁目2-1 
　　TEL(0880)37-5948(代) 
　　FAX(0880)37-6774

QMS
REGISTRATION 

CENTER

JMAQA-778 JISO 15001：2006準拠 
10840313（01） 

た
い
せ

つ
にし
ますプライバシー

南海測量設計株式會社 
フラダンス無料体験レッスン 

※どの会場でも登録及び狂犬病予防注射はできます。 

○今年まだ狂犬病予防注射を受けていない飼い犬を
対象に下記の日程により実施します。 
　登録手数料　　　　3,000円 
　狂犬病予防注射料　3,000円 

平成21年度 
飼い犬の登録ならびに狂犬病予防注射のおしらせ 

　6月５日は、環境保全に関する責任と義務をみなさん

に自覚していただき、地球にやさしい環境づくりをめ

ざす「環境の日」です。 

　土佐清水市でも、生活環境の

向上と、「明るく住みよい郷土」

づくりのため、各地区が主体と

なって、地域の皆さんや市内の

各事業者の協力をいただき、河川・

海浜・公園・側溝などの一斉清掃を実施します。 

　関係諸団体をはじめ、市民の皆さんのご参加とご協

力をお願いいたします。 

　ゴミを運搬してくれる車が各地区を巡回します。 

　この車は、各事業者の方々のご厚意によりご協力い

ただいています。  

　自分が出したゴミは、責任を持って積み込んでくだ

さい。 

　平成21年度の合併処理浄化槽設置者に対する補助

制度です。 

　補助対象基数に限りがありますので早めにお申し

込みください。 
 

　補助対象は10人槽までです。 

　10人槽を超えた場合は補助対象外となりますの

でご注意下さい。 
 

※併用住宅の場合は居宅部分が50％以上必要です。 

(申し込み受付中 )

525 21

環境課からおしらせ 環境課
82-1111（内線318） 



場　　　所 

選挙管理委員会 

下ノ加江市民センター 

三崎市民センター 

下川口市民センター 

対　象　者 

市内全地区の方 

下ノ加江地区の方 

三崎地区の方 

下川口地区の方 

時　　間 

午前８時３０分～午後８時 

 

午前８時３０分～午後５時 

期　　　間 

 

５月１８日（月）～５月２３日（土） 

◎告示日及び立候補届出 
　平成２１年５月１７日（日）午前８時３０分～午後５時。　 
　届出場所：市役所２階第一会議室（午前１０時まで）、選管事務局（午前１０時～午後５時） 
 
◎投票日：５月２４日（日） 
 
◎開票日時及び場所 
　平成２１年５月２４日（日）午後８時１５分から市民体育館で開票予定です。 
 
◎投票所入場券 
　投票日には『投票所入場券』を投票所に持参してください。 
　投票所名、投票時間等は、『投票所入場券』に記載しています。 
 
◎期日前投票について 
　投票日に投票所へ行けない方は、下記のとおり期日前投票ができます。 

◎不在者投票について 
　不在者投票は５月１８日（月）から５月２３日（土）まで午前８時３０分から午後８時までの期間、選挙管理

　委員会事務局にて受付しています。 

※詳細については下記までお問い合わせください。 

　本市の行政相談委員として、本年４月１日付けで田中嘉一さん

（窪津）が委嘱されました。 

　行政相談委員は、総務大臣の委嘱を受け、住民の皆さんからの

相談をお聞きしている、身近な民間有職者の方です。行政相談委

員は、①国の仕事、②JR、NTTなどの特殊法人の仕事、③県、市町

村が国の補助を受けて行っている仕事などについて、苦情や意見・

要望等を受け、その解決や実現のお手伝いをしています。 

　相談は、委員の自宅で受け付けるほか、市役所市民室でも定期

的に相談所を開設していますのでご利用下さい。 

 

西村　和興　　小江町11-2　℡　82-3084 
 

田中　嘉一　　窪津435　　℡　82-7380

☆お問い合わせ☆　土佐清水市選挙管理委員会事務局　 （８２）１１１１内線２４１．２４２ 

行
政
相
談 

　
委
員
に
感
謝
状 

　
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
皆
さ
ん

か
ら
の
苦
情
や
要
望
等
の
解
決
の
た

め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き
た
下
田
和
美

さ
ん
が
、
こ
の
度
退
任
さ
れ
、
そ
の

功
労
に
対
し
て
、
総
務
省
か
ら
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

行政相談委行政相談委員に田中嘉一さんに田中嘉一さん 行政相談委員に田中嘉一さん 

次回 
５月１４日（木） 
午前10時～午後3時 
市役所１Ｆ市民室 

24521

土佐清水市長選挙のお知らせ 土佐清水市選挙管理委員会事務局
(82)1111内線241.242



平成２１年度 

開催日 

５月３０日（土） 

時　間 

午後２時～ 

　　午後４時 

くぼかわ病院 

疋田善平先生 

心の健康と 

　　　満足死 
下浦青年会館 

開催場所 講演者 演　題 

認知症対応型共同生活介護 

（認知症高齢者グループホーム） 

定員９名 

域密着型特定施設入居者生活介護 

（小規模ケアハウス） 

定員２９名 

地域密着型特定施設入居者生活介護 

（小規模ケアハウス） 

定員２９名 

平成２２年度 平成２３年度 

なつかし映画で元気になろう 

地域密着型サービス事業希望者の公募について 

　土佐清水市第４期介護保険事業計画に基づき、地域密着型サービスの整備を行うため、次のサービスに

ついて、事業実施指定を希望する事業者を募集します。 
 

１．募集する地域密着型サービス事業の整備計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

２．応募要件 
　土佐清水市内の社会福祉法人、介護サービス事業を経営する法人又は社会福祉法人を設立予定で本事業

を円滑に実施できる市内に在住する方。 
 

３．応募期間 
　平成２１年５月７日（木）から平成２１年５月２０日（水） 

　＊平日の午前９時から午後５時まで（土曜・日曜・祝日を除く） 
 

４．応募方法 
　所定の申込書を土佐清水市役所健康推進課介護保険係へ提出してください。 

　なお、申込者に対して日時等通知のうえ説明会を開催いたします。 
 

５．申込書の交付・お問い合わせ先 
　土佐清水市役所健康推進課介護保険係　電話０８８０－８２－１１１１（内線２３３） 

　高齢の方が住み慣れた地域でいつまでもいきいきと元気に暮らすためには、病気を予防するだけでなく、

健康づくりに取り組み、心身の老化を予防することが必要です。そして、地域の中で自分らしく生きがい

をもって活動することが大変重要となります。 

　この講演会では心を健康に保つことの大切さや、満足死とは何かについて分かりやすくお話しします。

たくさんの皆さまの参加をお願いします。 

～ 入場無料 ～　　主催　土佐清水市 
 

お問い合わせ　市役所健康推進課社会長寿係　電話82－1121（直通） 

健康推進課介護保険係 
0880-82-1111（内線233） 

介護予防講演会のごあんない 健康推進課社会長寿係 
0880-82-1121（直通） 

地域密着型サービス整備計画 

　ご存じ、黄門様の諸国漫遊の旅。主演はなつかしの月形龍之介さん他

懐かしの俳優人が演じます。 

　散歩がてら懐かしの映画でひとときをすごしませんか。 
 

日　程　５月１７日（日） 

場　所　三崎浦会館　　午前10時 

　　　　中央公民館　　午後２時 

入 場 料　無料（ただし整理券が必要です）  

お問合せ　NPOとさしみず 

　　　　　℡ 82-2771 
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平成２１年３月末まで 平成２１年４月から 

保険料の段階 年額 区　分　内　容 

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者
で世帯全員が市民税非課税である方  

世帯全員が市民税非課税で、本人の合計
所得金額及び課税年金収入額の合計が
８０万円以下の方  

世帯全員が市民税非課税で、本人の合
計所得金額及び課税年金収入額の合計
が８０万円超の方 

本人が市民税課税者で合計所得金額が
２００万円以上の方 

本人が市民税非

課税の方で、同

じ世帯内に市民

税課税者がいる

方のうち 

本人が市民税課

税者で合計所得

金額が２００万

円未満の方の

うち 

税制改正に伴う「第１
段階・第２段階からの
激変緩和措置の対象者」 

税制改正に伴う「第３
段階からの激変緩和
措置の対象者」 

税制改正に伴う激変緩
和措置対象者を除く 

税制改正に伴う「第１
段階・第２段階からの
激変緩和措置の対象者」 

税制改正に伴う「第３
段階からの激変緩和
措置の対象者」 

税制改正に伴う「第４
段階からの激変緩和
措置の対象者」 

税制改正に伴う激変緩
和措置対象者を除く 

第１段階 

 

第２段階 

 

第３段階 

 

 

 

 

第４段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５段階 

 

 

 

 

 

第６段階 

28,980 

 

28,980 

 

43,470 
 
 

48,100 

 

 

52,740 

 

57,960 

 

57,960 

 

 

62,590 

 

 

67,230 

 
 

72,450 

 

86,940

保険料の段階 年額 区　分　内　容 

同　　　左 

 

同　　　左 

 

同　　　左 

同　　　左 

本人が市民税非

課税の方で、同

じ世帯内に市民

税課税者がいる

方のうち 

本人が市民税課

税者で合計所得

金額が２００万

円未満の方の

うち 

本人の合計所得金額
及び課税年金収入額
の合計が80万円以下
の方 
 
本人の合計所得金額
及び課税年金収入額
の合計が8０万円超の
方 

本人の合計所得金額が

１２５万円未満の方 

本人の合計所得金額が

１２５万円以上の方 

第１段階 

 

第２段階 

 

第３段階 

 

 

 

 

第４段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５段階 

 

 

 

 

 

第６段階 

27,660 

 

27,660 

 

41,490 

 

 

48,120 

 

 

55,320 

 

 

 

61,950 

 

 

 
 

69,150 

 

 

82,980

　介護保険制度では、３年に一度介護保険料を見直すこと

とされており、平成２１年度は保険料改正の年にあたります。 

　６５歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料は、

土佐清水市の介護保険の運営にかかる費用の総額（利用

者負担分を除く）のうち、第１号被保険者が負担する割

合（２０％）に応じて決定しています。平成２１年３月

末までの保険料は、平成１７年度税制改正により介護保

険料負担がふえる方について、急激な負担増とならない

よう、激変緩和措置がされていましたが、平成２１年度

から平成２３年度の３年間については、所得段階に応じ

て保険料の軽減措置がとられています。 

　また、介護に従事する人の処遇を改善するために、介

護報酬が改定されました。この改定によるプラス分が介

護保険料に反映されますが、介護保険料が急激に上昇し

ないよう、緊急特別対策により交付金（国費）が交付さ

れ保険料が軽減されています。 

　
平
成
21
年
度
の
介
護
保
険
料
は
、

平
成
21
年
度
の
市
民
税
が
確
定
す
る

平
成
21
年
７
月
以
降
で
な
け
れ
ば
決

定
で
き
な
い
た
め
、４･

６･

８
月
に
つ

い
て
は「
平
成
21
年
２
月
と
同
額
」を

天
引
き（
仮
徴
収
）す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
10
月
以
降
の
保
険
料（
本

徴
収
）
は
７
月
に
決
定
す
る
平
成
21

年
度
保
険
料
年
額
か
ら「
仮
徴
収
分
」

を
差
引
後
計
算
し
、
７
月
下
旬
頃
通

知
し
ま
す
。（
10
月
か
ら
の
年
金
よ
り

天
引
き
す
る
本
徴
収
額
は
、
段
階
が

同
じ
場
合
で
も
、
仮
徴
収
の
金
額
に

よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。） 

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
納
め
て
い

る
方
の
介
護
保
険
料
の
年
額
は
、
平

成
21
年
４
・
６
・
８
・
10
・
12
月
・
平
成

22
年
２
月
の
合
計
と
な
り
ま
す
。 

　
な
お
、普
通
徴
収（
納
付
書
で
納
入
）

の
方
は
、平
成
21
年
度
の
市
民
税
が
決

定
後
７
月
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
。 

65歳以上の方（第１号被保険者）の介護保険料がかわります 
健康推進課 介護保険係 

0880-82-1111 
内線　245、233

介護保険料を特別徴収（年金から天引き）で納入されているみなさまへ 

仮徴収 本徴収 

10月 12月 ２月 10月 12月 ２月 ４月 ６月 ８月 

平成２０年度 平成２１年度 

本徴収 

前年度２月分の保

険料額をそのまま

年金から天引きし

ます。 

平成２１年度の保険

料年額から仮徴収分

を差引後年金から徴

収します。 

合計所得金額とは：前年（平成２０年１月から平成20年12月まで）に税の対象となる収入に対しての所得のことです。 

↑ ↑ 

22521
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や
さ
し
さ
を 

あ
り
が
と
う 

〜
幡
陽
小
学
校
か
ら 

　
　
し
お
さ
い
へ 

　
　
　  

車
椅
子
寄
贈
〜 

ブロッコリー初出荷 

たくさんの 
　 思い出を 
　　ありがとう 

　
満
開
の
桜
に
つ
つ
ま
れ
た
３
月

28
日
、
末
日
を
も
っ
て
閉
園
と
な

る
中
浜
保
育
園
で
、
最
後
の
卒
園

式
と
閉
園
式
が
と
り
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。 

　
閉
園
式
で
は
、
卒
園
児
に
よ
る

中
浜
伝
統
の
獅
子
舞
や
、
全
園
児

に
よ
る
あ
し
び
な（
踊
り
）が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

　
園
内
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
卒
園

児
た
ち
の
写
真
が
飾
ら
れ
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
で
は
数
々
の
写

真
が
映
し
出
さ
れ
る
な
ど
、
地
域

の
あ
た
た
か
さ
保
護
者
の
愛
情
が

伝
わ
る
閉
園
式
と
な
り
ま
し
た
。 

土佐清水のみなさん 
ありがとう 
～水産研修終了～ 

し お さ い 
臨時・パート介護職員の募集 

～あなたの笑顔が見たいから～ 

※ただし勤務時間については相談に応じます。 

　
財
団
法
人
国
際
研
修
協
力
機
構

の
主
催
す
る
水
産
技
能
研
修
生
と

し
て
、
窪
津
漁
協
所
属
の
金
平
漁

業
さ
ん
で
、
３
年
間
ま
ぐ
ろ
は
え

縄
漁
業
を
研
修
し
て
き
た
２
名
の

研
修
生
が
、
こ
の
度
研
修
課
程
の

修
了
証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
ム
ク
ヒ

ッ
ド
さ
ん（
23
）と
ソ
リ
キ
ン
さ
ん

(

23
）
は
、
土
佐
清
水
市
で
の
生
活

は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ

の
３
年
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、
家
族
に
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
い

た
い
と
、
夢
と
自
信
を
胸
に
明
る

い
笑
顔
で
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。 

　
幡
陽
小
学
校
の
児
童
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
協
力
し
、福
祉
施
設
へ

車
椅
子
を
寄
贈
す
る
こ
と
を

目
標
に
、プ
ル
タ
ブ
と
ア
ル
ミ

缶
収
集
を
４
年
間
続
け
、こ
の

度
し
お
さ
い
に
車
椅
子
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
幡
陽
小
で
は
、数
年
前
よ
り

し
お
さ
い
の
行
事
に
参
加
す

る
な
ど
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
さ
る
３
月
17
日
、幡
陽
小
児

童
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
岡
田
会
長

が
し
お
さ
い
を
訪
問
し
贈
呈

式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
し
お
さ
い
は
子

ど
も
達
の
訪
問
に
、う
れ
し
い

笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
み
な
さ
ん
の
や
さ
し
さ
を

大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　春風が吹き抜ける４月１日、本市では通常の出荷時期ではない、

春に収穫することができるブロッコリーの栽培に取り組んでい

る農家のみなさんが、今年初出荷となる「新ブロッコリー」とと

もに来庁し、栽培についての説明や今後に向けた取り組みを報

告しました。 

　土佐清水市のあらたな特産品となるよう「新ブロッコリー部会」

の今後の活躍が期待されます 

勤務内容：しおさい入園者 

　　　　　の介護・ケア全般 

資  格  等：介護福祉士又は2級 

　　　　　ヘルパー取得者で、 

　　　　　概ね45歳まで 

勤務時間：9：45～18：30 

　　　　　（休憩：60分） 

賃　　金　7,100円/日 

募集人員　若干名 

受付期間　随時 

申込方法　履歴書を「しお

　　　　　さい」へ提出し

　　　　　て下さい。  
  

お問い合せ　☎ 82-8319
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清
医
会
だ
よ
り
「
元
気
が
一
番
」 

足
摺
病
院
整
形
外
科
医 

（
非
常
勤
）  

梶
谷
　
充 
転
倒
予
防
　
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に 

　
年
を
と
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
で
転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
骨
粗
鬆
症
な
ど
で
骨
が
も

ろ
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

転
倒
し
た
際
に
太
も
も
の
付
け
根

を
骨
折
し
て
、
寝
た
き
り
に
な
っ

た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
調
査
で
は
、

寝
た
き
り
に
な
る
原
因
と
し
て
脳

血
管
障
害（
脳
卒
中
な
ど
）に
続
き

骨
折
・
転
倒
が
２
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
日
本
整
形
外
科
学
会
で
は
運
動

器
不
安
定
症
と
い
う
新
た
な
概
念

か
ら
、転
倒
、閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ

こ
と
に
よ
り
要
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
新
設
し
ま
し
た
。
今
回
は

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
転

倒
予
防
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

こ
ん
な
人
が
転
び
や
す
い
。 

　
①
片
足
で
立
て
ま
す
か
？
立
て

な
い
人
は
要
注
意
で
す
。
つ
ま
り

足
の
力
が
弱
く
な
り
自
分
の
体
重

を
支
え
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
、

移
動
す
る
た
め
の
平
衡
機
能
（
か

ら
だ
の
バ
ラ
ン
ス
）
が
低
下
し
て

い
ま
す
。 

　
②
太
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
太
り

ぎ
み
で
、
動
脈
硬
化
の
傾
向
が
あ

る
方
は
転
び
や
す
い
よ
う
で
す
。

運
動
不
足
状
態
や
食
生
活
に
よ
り

肥
満
・
過
体
重
に
な
り
、運
動
不
足

を
さ
ら
に
助
長
し
ま
す
。 

　
③
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
歩
き
で
あ
り

ま
せ
ん
か
？
転
ば
な
い
よ
う
に
と

考
え
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
目
線
が
下

を
向
き
、腕
の
振
り
が
小
さ
く
、歩

幅
が
狭
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
歩
き
方
だ
と
、
視
界
が
狭
い
た

め
人
と
ぶ
つ
か
っ
た
り
、
つ
ま
先

が
あ
が
っ
て
い
な
い
た
め
わ
ず
か

な
段
差
で
も
つ
ま
ず
き
転
ん
で
し

ま
い
ま
す
。 

　
そ
の
他
に
脳
卒
中
の
既
往
の
あ

る
方
、視
力
障
害
、知
覚
障
害
な
ど

を
き
た
す
ご
病
気
に
な
ら
れ
た
方
、

ま
た
眠
気
を
き
た
す
薬
を
内
服
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
注
意
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。 

転
倒
し
な
い
た
め
の
工
夫 

　
①
歩
く
と
き
に
目
線
は
進
行
方

向
に
向
け
て
、
足
下
を
見
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
歩
幅
を
少
し
広
め
に
と
り
、
着

地
は
か
か
と
か
ら
接
地
し
、
足
先

で
し
っ
か
り
地
面
を
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
。　 

　
②
大
腿
四
頭
筋
訓
練
。
足
が
あ

が
り
や
す
い
よ
う
に
太
も
も
の
筋

力
を
増
強
す
る
訓
練
が
大
切
で
す
。

椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
簡
単
な
訓

練
で
す
。５
つ
数
え
る
間
、太
も
も

に
力
を
い
れ
膝
を
完
全
に
伸
ば
し

ま
す
。
こ
れ
を
20
回
ず
つ
交
互
に

朝
夕
２
回
、計
40
回
繰
り
返
し
ま
す
。 

　
③
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

療
法
。片
足
で
１
分
間
起
立
し
ま
す
。

不
安
定
な
場
合
は
、
必
ず
し
っ
か

り
つ
か
ま
っ
て
行
い
ま
す
。
な
る

べ
く
脚
は
高
く
あ
げ
る
よ
う
す
る

と
効
果
的
で
す
。 

　
日
常
生
活
の
中
に
軽
い
運
動
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

は
丈
夫
に
な
り
、
転
倒
予
防
に
効

果
的
な
足
・
腰
・
腹
部
の
筋
力
ア
ッ

プ
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
歩
行
能
力

の
改
善
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
日
頃

か
ら
転
倒
予
防
に
目
を
向
け
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

図１●ダイナミックフラミンゴ療法 

目
を
開
け
た
ま
ま
１
分
間
片
脚
で
立
つ
訓
練

法
。
も
う
片
方
の
足
は
床
か
ら
５
cm
程
度
挙

げ
て
お
け
ば
よ
い
。滑
り
に
く
い
場
所
で
行
い
、

転
び
そ
う
な
場
合
は
、
手
で
支
え
に
な
る
も

の
を
つ
か
ん
で
も
よ
い
。
最
初
は
１
分
間
で

き
な
く
て
も
、徐
々
に
時
間
を
延
ば
し
て
い
く
。 



議会日誌 議会日誌 

１月 

３日 

８日 

９日 

 

１３日 

１３日 

１９日 

２０日 

 

２６日 

２７日 

 

２８日 

３１日 

１日 

 

９日 

１７日 

１９日 

２３日 

 

２４日 

２５日 

 

２７日 

２日 

 

３日 

１９日 

土佐清水市成人式式典 

平成２１年土佐清水新年交流会 

議会運営委員会 

議会だより編集委員会 

平成２１年土佐清水市観光開き「第３５回足摺椿まつり」式典 

産業厚生常任委員会 

正副議長・委員長会 

議会運営委員会 

議会だより編集委員会 

総務文教常任委員会管内視察 

産業厚生常任委員会管内視察 

平成２０年度土佐くろしお鉄道中村・宿毛線運営協議会臨時総会（四万十市） 

高知県市議会議長会視察研修（２８日～３０日／岡山県備前市・京都府京都市） 

株式会社土佐清水元気プロジェクト設立記念シンポジウム・同祝賀会 

平成２０年度土佐清水市消防団定例部長会 

高知ファイティングドッグス土佐清水市春季キャンプ歓迎式典 

全国市議会議長会第８６回評議員会（東京都） 

広域行政圏市議会協議会第４０回総会（東京都） 

平成２１年第１回臨時会 

総務文教常任委員会 

道路整備促進期成同盟会高知県地方協議会臨時総会（高知市） 

高知県後期高齢者医療広域連合議会第６回定例会（高知市） 

産業厚生常任委員会 

清水警察署の存続を求める会と県警本部長との協議会 

幡多広域市町村圏事務組合議会定例会（四万十市） 

議会運営委員会 

高知県市議会議長会臨時総会（高知市） 

３月定例会開会 

３月定例会開会 

２月 

３月 

○市議会を傍聴してみませんか。 

　開催日程など詳細は、事前に議会事務局 

 （TEL８２－１１１２）までお問い合わせください。 

○次回の開会予定は６月です。 

　日程が決まり次第、防災行政無線でお知らせいたします。 

小
川
　
豊
治 

橋
本
　
敏
男 

岡
　
　
宣
男 

仲
田
　
　
強 

武
藤
　
　
清 

岡
林
　
幹
造 

土
佐
清
水
市
議
会
だ
よ
り
　 

編
　
集
　
委
　
員
　
会 

編
集
後
記 

　
新
緑
の
さ
わ
や
か
な
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。  

　
先
の
３
月
定
例
会
よ
り
議

会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
提

出
議
案
に
対
す
る
質
疑
の
本

格
的
実
施
や
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
の
設
置
に
よ
る
予

算
案
の
集
中
審
議
を
全
議
員

参
加
の
も
と
で
実
施
し
、
54

年
間
の
本
市
議
会
運
営
の
な

か
で
新
し
い
１
ペ
ー
ジ
が
加

わ
り
ま
し
た
。
　 

　
こ
れ
か
ら
も
よ
り
開
か
れ

た
議
会
を
め
ざ
し
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
市
民
あ
っ
て
の
市
議
会
で

あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
議
会
に

傍
聴
に
お
い
で
頂
き
、
皆
様

の
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
　
　
委
員
長
　
小
川
豊
治 
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■
委
員
長
報
告（
要
旨
）
 

  ○
予
算
決
算
常
任
委
員
会
 

 １
　
平
成
20
年
度
土
佐
清
水
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）に
つ
い
て
 

 　
定
額
給
付
金
支
給
の
方
法
等
に
つ

い
て
 

　
独
居
高
齢
者
等
何
ら
か
の
支
援
が

必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、申
請
で
き
な

い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、民
生
委

員
、
地
区
長
に
よ
る
支
援
を
依
頼
し
、

代
理
申
請
も
可
能
と
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
り
了
承
い
た
し
ま
し
た
。 

 ２
　
平
成
21
年
度
土
佐
清
水
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て
 

 教
員
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
 

　
委
員
か
ら
は
行
政
財
産
に
つ
き
、

継
続
的
に
目
的
外
使
用
す
る
こ
と
は

ど
う
か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後

に
つ
い
て
教
育
委
員
会
内
で
の
対
応

や
、
市
長
部
局
と
も
協
議
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
り
了
承
い
た
し
ま
し
た
。
 

 　
清
水
で
が
ん
ば
る
新
規
就
農
・
後

継
者
支
援
事
業
に
つ
い
て
 

　
委
員
か
ら
は
こ
の
市
の
取
り
組
み

を
国
・
県
へ
ア
ピ
ー
ル
し
、
支
援
を
要

請
し
た
ら
ど
う
か
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、高
知
県

も
新
規
就
農
研
修
支
援
事
業
を
改
正

し
、従
来
の
受
け
入
れ
農
家
へ
の
支
援

か
ら
、研
修
者
へ
も
支
援
が
拡
充
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
希
望
が
あ
れ
ば
、
こ
の

事
業
も
含
め
対
応
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
り
了
承
い
た
し
ま
し
た
。
 

 土
佐
清
水
市
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
発
信

事
業
に
つ
い
て
 

　
委
員
か
ら
は
、
道
の
駅
に
つ
い
て

は
、
い
つ
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ

た
所
が
多
く
、
生
産
者
の
意
欲
が
薄

れ
る
の
で
な
い
か
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
に
よ
る
情

報
発
信
や
今
ま
で
以
上
に
イ
ベ
ン
ト

等
が
実
施
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
と

周
辺
の
環
境
整
備
に
よ
り
、
人
が
集

ま
り
や
す
く
な
る
よ
う
に
す
る
た
め

指
定
管
理
者
に
対
し
、
で
き
る
限
り

の
支
援
を
行
な
い
た
い
と
の
こ
と
で

了
承
い
た
し
ま
し
た
。
 

 ○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
 

 土
佐
清
水
市
社
会
体
育
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
 

　
委
員
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
が
使
い

勝
手
の
良
い
方
策
を
講
じ
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
な
ど
が
あ
り
、
執
行
部

の
説
明
で
は
施
設
を
使
用
す
る
市
内

の
関
係
団
体
と
事
前
の
調
整
を
行
い
、

年
間
日
程
表
な
ど
を
作
成
し
て
効
率

の
よ
い
活
用
を
図
り
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
の
で
了
承
し
原
案

の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。
 

 陳
情
に
つ
い
て
 

　「
臨
時
教
員
の
処
遇
改
善
と
正
規
教

員
の
大
幅
な
採
用
増
を
求
め
る
陳
情
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、本
市
の
掲
げ
る
教

育
環
境
日
本
一
を
推
進
す
る
う
え
で

も
賛
成
す
る
と
の
意
見
や
、正
規
教
員

の
大
幅
な
採
用
増
を
求
め
て
も
人
口

減
や
少
子
化
の
続
く
本
市
の
現
状
に

は
そ
ぐ
わ
な
い
と
の
意
見
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
採
決
の
結
果
、
可
否

同
数
と
な
り
委
員
長
採
決
に
よ
り
採

択
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
 

 ○
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
 

 　
陳
情
に
つ
い
て
 

　「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
全

国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
を
求

め
る
陳
情
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員

か
ら
、
本
市
の
現
状
を
考
え
た
と
き
、

賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
に
よ
り
経
営

難
と
な
る
事
業
所
が
出
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
一
方
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
を
求
め
る
こ
と
に
よ
り
地
域
間

格
差
の
是
正
に
努
め
る
べ
き
等
の
意

見
が
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
不
採
択

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
 

 ○
市
町
村
合
併
調
査
特
別

委
員
会
 

 　
総
務
省
は
、合
併
が
想
定
以
上
に
進

ん
だ
こ
と
や
、周
辺
地
域
の
衰
退
な
ど

合
併
の
弊
害
が
各
地
で
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、現
在
の
新
合
併
特

例
法
が
失
効
す
る
２
０
１
０
年
３
月

を
期
限
に
「
平
成
の
大
合
併
」
を
打
ち

切
る
方
向
で
検
討
に
入
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、人
口
５
万
人
程
度
の
中
心
市

と
周
辺
町
村
が
連
携
す
る
自
然
と
の

共
生
を
核
と
し
た
活
力
あ
る
定
住
自

立
圏
地
域
力
創
造
プ
ラ
ン
を
、合
併
せ

ず
自
立
で
き
る
選
択
肢
と
し
て
提
供

す
る
。こ
の
構
想
を
適
用
す
る
こ
と
に

よ
り
合
併
し
な
い
市
町
村
の
体
力
を

高
め
ら
れ
る
こ
と
も
、今
回
の
方
向
転

換
を
後
押
し
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。 

　
こ
の
２
年
間
、
本
特
別
委
員
会
は
、

所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。 

　
特
に
三
原
村
議
会
は
本
市
と
は
地
理

的
条
件
や
人
間
関
係
と
交
流
の
現
状
か

ら
土
佐
清
水
市
と
の
連
携
と
協
調
は
重

要
な
行
政
課
題
で
あ
る
こ
と
も
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
一
層
の
交
流

を
深
め
て
将
来
の
す
ば
ら
し
い
展
望
を

求
め
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
２
月
24
日
開
催
の
委
員
会
に
お
い

て
、国
の
市
町
村
合
併
に
対
す
る
方
向

転
換
並
び
に
近
隣
市
町
村
議
会
の
現

状
等
、諸
般
の
客
観
情
勢
な
ど
を
総
合

的
に
勘
考
し
て
特
別
委
員
会
の
任
務

を
終
了
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。 

「
協
同
労
働
の
協
同
組
合
法（
仮
称
）」の
速
や
か
な 

制
定
を
求
め
る
意
見
書
に
関
す
る
陳
情
書 

「
公
契
約
」「
入
札
制
度
」の
改
善
を
求
め
る
陳
情 

臨
時
教
員
の
処
遇
改
善
と
正
規
教
員
の
大
幅
な 

採
用
増
を
求
め
る
陳
情 

地
方
分
権「
改
革
」に
関
す
る
陳
情 

派
遣
切
り
の
中
止
、若
者
雇
用
の
正
規
化
、労
働
者 

派
遣
法
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る
陳
情 

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
全
国
一
律
最
低 

賃
金
制
度
の
確
立
を
求
め
る
陳
情 

物
価
上
昇
に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ
に
つ
い
て
の 

陳
情 

継
続
審
査 

採
　
　
択 

不 

採 

択 

採
　
　
択 

不 

採 

択 

採
　
　
択 

不 

採 

択 

陳
情
の 

審
査
結
果 

提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、所
管
の
委
員
会
の
審
査 

を
得
て
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。 
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瀧
澤
　
満
　
議
員 

１
　
テ
ル
メ
の
そ
の
後 

 

（
質
問
） 

　
現
在
の
従
業
員
の
雇
用
・
待
遇

に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
指
定
管
理
者
よ
り
全
員
の
雇
用

を
継
続
し
た
い
旨
の
申
し
出
が
あ
り
、

処
遇
に
つ
い
て
は
近
々
具
体
的
に

な
さ
れ
る
と
思
う
。 

 

（
質
問
） 

　
会
員
制
度
・
そ
の
利
用
料
金
は 
 

（
答
弁
） 

　
料
金
に
つ
い
て
は
条
例
に
規
定

し
て
お
り
、
指
定
管
理
者
が
定
め

る
額
を
市
長
が
承
認
す
れ
ば
従
来

の
額
以
下
に
設
定
す
る
こ
と
は
可

能
と
考
え
る
。 

　
会
員
料
金
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

プ
ー
ル
の
存
続
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
休
止
し
て
も
よ
い
と
い
う
条
件

で
公
募
し
て
お
り
、
直
ち
に
市
か

ら
プ
ー
ル
存
続
を
条
件
に
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
が
、
経
営
戦
略
の

中
で
プ
ー
ル
活
用
も
検
討
す
る
と

も
聞
い
て
い
る
の
で
、
市
民
に
対

す
る
利
便
性
も
考
え
な
が
ら
経
営

者
と
協
議
を
し
て
い
く
。 

 

２
　
国
会
議
員
数
削
減
の
声

を
地
方
か
ら 

 

（
答
弁
） 

　
国
は
地
方
に
対
し
、
行
財
政
改

革
の
中
で
地
方
議
会
の
定
数
削
減

を
明
確
に
求
め
て
お
き
な
が
ら
、

国
会
の
定
数
は
変
わ
ら
ず
、
国
家

公
務
員
の
数
も
ほ
と
ん
ど
減
っ
て

い
な
い
と
い
う
事
に
対
し
て
、
地

方
と
し
て
は
一
定
憤
り
も
感
じ
る
が
、

市
長
が
現
段
階
で
国
会
議
員
数
の

削
減
に
つ
い
て
言
う
こ
と
よ
り
、

む
し
ろ
議
会
の
ほ
う
か
ら
国
に
対

し
て
地
方
の
声
を
上
げ
る
ほ
う
が

適
切
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

３
　
県
道
足
摺
岬
公
園
線
の

赤
碆
工
区
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て 

 

（
質
問
）
　 

　
今
後
の
改
良
計
画
は 

 

（
答
弁
） 

　
窪
津
小
学
校
か
ら
権
現
ま
で
の

未
改
良
区
間
、
延
長
７
０
０
ｍ
の

測
量
設
計
に
来
年
度
か
ら
着
手
し
、

用
地
・
補
償
交
渉
等
を
予
定
し
て

お
り
、
地
権
者
等
の
承
諾
が
得
ら

れ
れ
ば
22
年
度
か
ら
工
事
に
着
手

す
る
計
画
で
あ
る
。 

 

４
　
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
今
後
の
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
功

へ
向
け
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が 

 

（
答
弁
） 

　
産
業
の
活
性
化
、
雇
用
の
場
の

確
保
か
ら
も
本
市
の
将
来
の
か
か

っ
た
事
業
で
あ
り
、
是
非
と
も
成

功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　

　
経
営
陣
、
職
員
等
一
丸
と
な
っ

て
早
く
商
い
の
道
に
な
じ
み
一
人

前
の
商
人
に
成
長
し
な
け
れ
ば
時

は
待
っ
て
く
れ
ず
、
い
ま
や
議
論

の
と
き
で
は
な
く
前
進
の
と
き
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
議
会
か
ら

も
是
非
と
も
強
い
後
押
し
激
励
を

お
願
い
し
た
い
。 

 

５
　
ぬ
く
も
り
の
あ
る
行
政

運
営
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

事
務
手
続
等
、
行
政
支
援
を 

 

（
答
弁
） 

　
市
民
が
主
人
公
で
市
役
所
は
サ

ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
現
場
を
大
切
に
し
、
形
式
ば

っ
た
お
役
所
仕
事
で
は
な
く
、
現

場
に
足
を
運
び
、
皆
さ
ん
の
日
常

の
汗
を
理
解
し
た
上
で
ぬ
く
も
り

の
あ
る
行
政
に
努
め
た
い
。 

（
質
問
） 

　
小
中
義
務
教
育
９
年
間
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
区
分
の
弾
力
化
や
学
校
間
の

連
携
・
接
続
を
改
善
す
る
た
め
の
仕

組
を
検
討
す
べ
き 

 

（
答
弁
） 

　
多
様
な
区
分
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
編
成
を
行
な
う
こ
と
は
意
義

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

国
の
制
度
に
乗
る
必
要
が
あ
り
、

現
実
的
に
は
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
も
事
実
で
あ
り
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。 

　
学
校
間
の
連
携
・
接
続
に
つ
い

て
は
現
行
の
法
規
則
に
照
ら
し
合

わ
せ
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
。 

 

（
質
問
） 

　
小
学
校
高
学
年
の
学
級
担
任
制
か

ら
教
科
担
任
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
可
能
な
学
校
か
ら
教
科
担
任
制

を
導
入
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
小
中
双
方
の
教
員
に
よ
る
一
貫

し
た
指
導
体
制
は 

 

（
答
弁
） 

　
来
年
度
本
市
に
お
い
て
は
新
し

い
試
み
と
し
て
小
中
双
方
の
教
員

に
よ
る
指
導
体
制
に
つ
い
て
県
教

委
に
提
案
し
て
お
り
、
そ
の
実
現

と
成
果
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

  

（
質
問
） 

　
義
務
教
育
制
度
改
革
に
伴
う
国

の
受
け
皿
を
委
員
会
で
協
議
せ
よ 

 

（
答
弁
）
　 

　
「
研
究
開
発
校
」
や
教
育
特
区

の
指
定
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
し

て
行
き
た
い
。 

 

３
　
教
育
委
員
会
の
再
生
に

つ
い
て 

 
（
質
問
） 

　
教
育
委
員
会
制
度
の
理
想
と
現
実
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う 

 

（
答
弁
） 

　
「
首
長
か
ら
の
独
立
性
」
、「
合

議
制
」
、「
住
民
に
よ
る
意
思
決
定

（
レ
イ
マ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
」
が

制
度
の
特
性
で
あ
り
、
こ
の
制
度

の
意
義
や
理
想
を
し
っ
か
り
踏

ま
え
な
が
ら
、
様
々
な
声
に
も
真

摯
に
耳
を
傾
け
、
委
員
会
の
あ
る

べ
き
姿
を
常
に
意
識
し
な
が
ら

邁
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

517 21



に
な
る
が
、
事
業
者
と
の
協
議
の

中
で
、
プ
ー
ル
の
活
用
も
可
能
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
に

対
し
て
は
、
市
民
の
希
望
も
考
慮

し
な
が
ら
支
援
等
も
含
め
一
定
の

方
向
性
も
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。 

 

３
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
医
療
保
障
な
し
で
は
生
き
て
行

け
な
い
高
齢
者
（
特
に
普
通
徴
収

の
対
象
者
は
ほ
と
ん
ど
が
超
低
所

得
者
で
す
）
。 

　
こ
の
よ
う
な
人
か
ら
も
保
険
証

を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
、

行
政
が
社
会
的
弱
者
を
見
捨
て
る

「
棄
民
政
治
」
で
す
。
本
市
の
姿
勢

を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
本
市
に
お
い
て
は
、
資
格
証
明

書
の
発
行
は
し
な
い
と
い
う
姿
勢

で
臨
み
た
い
。 

岡
　
宣
男
　
議
員 

１
　
大
岐
地
区
住
民
の
雇
用

に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
本
年
４
月
か
ら
本
格
稼
働
す
る

元
気
ま
る
ご
と
工
房
・
土
佐
食
の

将
来
の
採
用
計
画
に
つ
い
て
、
大

岐
地
区
か
ら
の
雇
用
は
配
慮
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が 

 
（
答
弁
） 

　
地
元
の
方
に
働
い
て
も
ら
う
と

い
う
の
は
大
事
な
こ
と
と
思
っ
て

い
る
が
、
今
後
の
雇
用
は
地
元
区

長
等
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。 

 

２
　
足
摺
テ
ル
メ
諸
問
題
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
足
摺
テ
ル
メ
の
突
然
の
指
定
管

理
者
辞
退
等
の
経
過
に
つ
い
て
、

問
題
点
・
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
等

総
合
的
に
考
察
し
て
経
営
ト
ッ
プ

の
理
事
長
で
あ
る
副
市
長
は
ど
の

様
な
判
断
を
し
て
い
る
の
か 
 

（
答
弁
） 

　
昨
年
来
か
ら
の
マ
ス
コ
ミ
報
道

か
ら
考
え
る
と
、
赤
字
・
貸
付
金
の

問
題
、
指
定
管
理
者
の
辞
退
等
、
足

摺
テ
ル
メ
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ス

イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
（
株
）
創
裕
と
の
契
約
に

よ
り
、今
後
は
同
社
と
協
議
を
重
ね
、

足
摺
テ
ル
メ
の
公
的
役
割
に
つ
い

て
の
理
解
・
地
元
と
の
連
携
・
各
種

事
業
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
土

佐
清
水
市
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
指
定
管
理
者
の
辞
退
に
つ
い
て

は
選
定
方
法
等
に
問
題
が
無
か
っ

た
か
。 

　
今
後
の
行
政
の
在
り
方
・
市
民
と

の
信
頼
関
係
構
築
の
た
め
に
も
外

部
の
専
門
家
等
の
意
見
も
聞
き
選

考
を
し
た
ら
ど
う
か 

 

（
答
弁
） 

　
選
考
委
員
は
庁
内
の
５
名
で
あ
る

が
、専
門
家
の
意
見
は
聞
い
て
い
な
い
。 

　
選
考
委
員
会
で
は
、事
業
計
画
・
収

支
計
画
等
の
提
出
書
類
と
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
質
疑
に
よ
っ

て
選
定
し
て
お
り
、
指
定
管
理
選
定

方
法
に
つ
い
て
は
、
再
考
す
べ
き
点

も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
今

後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
。 

 
（
質
問
） 

　
足
摺
テ
ル
メ
に
つ
い
て
、
問
題
点

の
一
端
に
経
営
ト
ッ
プ
が
副
市
長

を
兼
務
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た

と
考
え
る
。 

　
そ
の
意
味
か
ら
も
元
気
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
市
長
が
社
長
を
兼
務
す

る
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
地
公
法
・

会
社
法
、
行
財
政
改
革
・
少
子
高
齢

化
対
策
等
市
政
全
般
か
ら
み
て
も

無
理
を
生
じ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

　
近
い
将
来
市
長
職
の
み
に
専
念

す
る
の
が
筋
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
か 

（
答
弁
） 

　
外
部
に
対
す
る
信
用
等
を
考
え

た
場
合
、
ま
た
現
在
の
社
会
情
勢

で
あ
る
食
の
安
全
・
安
心
面
か
ら

も
第
三
セ
ク
タ
ー
の
社
長
を
兼
務

す
る
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
。
将

来
は
民
間
の
方
に
社
長
に
就
任
し

て
い
た
だ
く
の
が
最
良
の
道
と
認

識
し
て
い
る
。 

橋
本
敏
男
　
議
員 

１
　
土
佐
清
水
市
立
小
・
中
学

校
統
合
実
施
プ
ラ
ン
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
は 

 

（
答
弁
） 

　
計
画
ど
お
り
に
推
移
し
て
お
り

ま
す
。 

 

（
質
問
） 

　
プ
ラ
ン
公
表
後
の
市
民
の
反
応 

 

（
答
弁
） 

　
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
に
は
説
明
を
行
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
市
民
の
反
応
に
つ

い
て
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

（
質
問
） 

　
プ
ラ
ン
遂
行
の
見
通
し
は 

 

（
答
弁
） 

　
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
あ

ら
方
見
通
し
が
つ
い
た
が
、
中
学

校
に
つ
い
て
は
清
水
中
学
校
の
改

築
に
つ
い
て
の
工
程
を
含
め
教
育

委
員
会
で
協
議
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
プ
ラ
ン
の
見
直
し
は 

 

（
答
弁
） 

　
清
水
中
学
校
の
改
築
及
び
市
民

の
各
議
論
を
受
け
て
計
画
の
変
更

が
必
要
な
ら
ば
委
員
会
で
協
議
し

て
行
き
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
清
水
中
学
校
移
転
改
築
計
画
は

委
員
会
で
会
議
決
定
し
た
も
の
な

の
か 

 

（
答
弁
） 

　
会
議
決
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。 

 

（
質
問
） 

　
教
育
に
関
わ
る
プ
ラ
ン
、
宣
言

な
ど
は
委
員
会
が
主
導
的
に
発
信

す
べ
き
で
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
主
導
的
、
先
導
的
に
発
信
す
べ

き
と
考
え
る
。 

 

２
　
義
務
教
育
の
新
た
な
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
に
つ
い
て 
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永
野
　
修
　
議
員 

１
　
財
政
運
営
と
不
況
対
策

　 （
質
問
） 

　
地
方
財
政
計
画
で
は
交
付
税
財

源
の
ル
ー
ル
分
以
外
に
１
兆
円
加

算
さ
れ
た
が
、
内
容
と
本
市
の
新

年
度
予
算
計
上
額
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
地
方
雇
用
創
出
推
進
費
と
し
て

５
 ,
０
０
０
億
円
、地
方
財
政
計
画

の
歳
入
歳
出
の
見
直
し
を
通
じ
た

地
方
財
源
の
充
実
と
し
て
５
 ,
０
０

０
億
円
で
、
本
市
は
地
方
雇
用
創

出
推
進
費
分
と
し
て
６
 ,
７
０
０
万

円
を
予
算
計
上
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
「
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金

事
業
」「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別

基
金
事
業
」
の
内
容
と
新
年
度
予
算

計
上
額
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 
 

「
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金

事
業
」
は
離
職
者
に
対
し
て
、
次

の
雇
用
期
間
ま
で
の
短
期
（
６
ヵ
月

未
満
）の
雇
用
・
就
業
機
会
を
創
設
・

提
供
す
る
事
業
で
新
年
度
予
算
計

上
額
は
２
 ,
１
０
０
万
円
。 

　
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
基
金

事
業
」
は
雇
用
失
業
情
勢
の
厳
し

い
地
域
に
お
い
て
、
求
職
者
等
を

雇
い
入
れ
継
続
的
な
雇
用
を
創
出

す
る
事
業
で
新
年
度
予
算
計
上
額

は
８
 ,
４
１
０
万
円
。 

（
質
問
） 

　
経
済
不
況
の
中
で
観
光
客
の
動
向

と
本
市
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

　 （
答
弁
） 

　
平
成
20
年
の
観
光
客
数
は
調
査

中
で
あ
る
が
約
３
万
人
の
減
少
を

予
想
し
て
い
る
。 

　
観
光
消
費
額
は
２
億
８
 ,
０
０
０

万
円
の
減
少
を
見
込
ん
で
お
り
観

光
消
費
額
の
悪
化
は
雇
用
環
境
や

地
域
商
店
に
も
波
及
す
る
と
予
想

し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
平
成
21
年
度
観
光
客
の
入
込
予

想
と
観
光
対
策
予
算
に
つ
い
て 
 

（
答
弁
） 

　
平
成
21
年
度
は
観
光
産
業
に
は

大
変
厳
し
い
年
に
な
る
と
の
認
識

に
た
ち
、
幡
多
圏
域
で
取
り
組
む
ソ

フ
ト
事
業
や
、
大
河
ド
ラ
マ
関
連
事

業
・
緊
急
雇
用
特
例
基
金
事
業
等
を

活
用
し
た
事
業
な
ど
新
規
事
業
と

し
て
７
 ,
６
１
９
万
円
を
計
上
し
た
。 

 

（
質
問
） 

　
本
市
産
業
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
慢
性
的
に
雇
用
の
場
が
少
な
い

こ
と
は
深
刻
な
状
況
と
考
え
て
い
る
。 

　
こ
の
た
め
、
国
の
交
付
金
事
業
や

雇
用
対
策
事
業
を
積
極
的
に
導
入

し
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
土
佐
食

等
で
の
雇
用
拡
大
を
図
り
厳
し
い

状
況
の
中
で
も
雇
用
対
策
や
地
域

活
性
化
の
た
め
の
予
算
執
行
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

岡
林
喜
男
　
議
員 

１
　
雇
用
創
出
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　「
緊
急
雇
用
創
出
交
付
金
事
業
」は
、

自
治
体
が
直
接
実
施
す
る
こ
と
も

可
能
で
、
で
き
る
だ
け
数
多
く
の
人

に
活
用
さ
れ
る
事
業
で
あ
り
、「
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
委
託
事
業
で
長
期
雇

用
に
結
び
つ
く
事
業
と
し
て
、
人
件

費
１
０
０
％
の
支
援
等
労
働
者
を

正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
企
業
等

に
対
し
て
一
時
金
を
支
給
す
る
と

い
う
事
業
者
に
よ
っ
て
は
有
利
な

事
業
と
判
断
す
る
。 

　
な
ぜ
、
こ
れ
ら
の
予
算
の
40
％
が

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
集
中
し
て

い
る
の
か
。 

（
答
弁
） 

　
全
体
と
し
て
今
回
40
％
が
元
気

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
集
中
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
清
水
の
全
産
業
か

ら
出
資
い
た
だ
い
て
産
業
の
活
性

化
と
雇
用
の
拡
大
を
か
け
た
事
業

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
成
功
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
本
市
の
「
介
護
・
福
祉
分
野
」
の
ス

タ
ッ
フ
の
現
状
は
厳
し
く
、
全
体
的

に
人
手
不
足
の
状
況
で
、
事
業
所
も

資
格
者
育
成
に
努
力
し
て
い
る
の
に
、

交
付
金
事
業
に
は
福
祉
分
野
は
１

事
業
も
な
い
。 

　
こ
の
現
実
は
理
解
で
き
な
い
。 

 

（
答
弁
） 

　
今
の
段
階
で
は
１
事
業
所
か
ら

希
望
が
出
て
い
る
だ
け
と
い
う
状

態
で
あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、

本
事
業
の
採
択
は
可
能
で
あ
る
。 

 

２
　
土
佐
清
水
市
国
民
宿
舎「
足

摺
テ
ル
メ
」の
運
営
の
あ
り
方

に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
今
後
の
施
設
運
営
の
あ
り
方
と

し
て
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
（
株
）
創

裕
と
本
市
が
力
を
合
わ
せ
、
温
浴
施

設
も
含
め
た
施
設
活
用
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
が
将
来
に
生
き
る
も

の
と
思
う
が 

 

（
答
弁
） 

　
会
社
の
経
営
戦
略
と
い
う
こ
と

３
　
飲
酒
運
転
等
の
厳
罰
化

に
つ
い
て
　 

 

（
質
問
） 

　
全
職
員
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

周
知
等
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
か 

 

（
答
弁
） 

　
今
回
の
不
祥
事
を
受
け
、
全
職

員
に
は
市
長
か
ら
の
訓
辞
や
、
メ

ー
ル
・
各
職
場
で
の
朝
礼
に
よ
る

注
意
喚
起
に
よ
り
、
責
任
感
、
緊

張
感
を
も
っ
て
市
民
に
信
頼
さ
れ

る
市
役
所
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と

の
要
請
を
行
な
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
二
度
と
こ
の
よ
う
な
事
件
を
「
起

こ
さ
な
い
」「
起
こ
し
て
な
ら
な
い
」。

　
そ
の
対
策
と
所
見
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
一
昨
年
の
一
連
の
不
祥
事
以
来
、

全
庁
あ
げ
て
綱
紀
粛
正
に
努
め
、
昨

年
８
月
に
は
「
交
通
事
故
等
に
か
か

る
懲
戒
処
分
等
の
基
準
」
を
最
も
厳

し
く
設
定
す
る
な
ど
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
全
職
員
の
も
の
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
取
り
組
み
の
難
し
さ
を
今

更
な
が
ら
痛
感
し
て
い
る
。 

　
今
後
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
職

務
の
遂
行
能
力
、
政
策
の
立
案
能
力

を
高
め
る
と
と
も
に
積
極
的
な
事

業
を
展
開
し
、
仕
事
を
も
っ
て
市
民

へ
の
信
頼
回
復
を
図
り
た
い
。 
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仲
田
　
強
　
議
員 

西
原
強
志
　
議
員 

１
　
定
額
給
付
金
実
施
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
作
業
工
程
、
日
程
を
問
う 

　 （
答
弁
） 

　
２
月
１
日
を
基
準
と
し
て
、
住

民
基
本
台
帳
か
ら
対
象
者
を
整
理
、

３
月
23
日
申
請
書
の
郵
送
、
３
月

25
日
よ
り
受
付
開
始
。
決
定
後
４

月
20
日
初
回
口
座
振
込
み
、
５
月

以
降
は
毎
月
５
日
、
20
日
を
予
定
。

現
金
給
付
は
、
５
月
以
降
本
庁
窓

口
と
３
市
民
セ
ン
タ
ー
で
対
応
。 

 

（
質
問
） 

　
担
当
課
、
職
員
配
置
は 

 

（
答
弁
） 

　
実
施
本
部
を
設
置
し
、
補
佐
７

人
と
臨
時
職
員
５
人
を
配
置
し
て

万
全
を
期
す
。 

 

（
質
問
） 

　
申
請
書
が
複
雑
で
高
齢
者
は
戸

惑
う
と
思
う
が
、
そ
の
対
応
は 

　 （
答
弁
） 

　
総
務
省
の
見
本
を
基
に
簡
潔
で

見
や
す
く
記
入
し
や
す
い
様
式
に

ア
レ
ン
ジ
す
る
。 

 

（
質
問
） 

　
本
人
確
認
の
た
め
免
許
証
等
や

通
帳
の
コ
ピ
ー
が
必
要
だ
が
、
そ

の
手
立
て
は 

（
答
弁
） 

　
本
庁
や
市
民
セ
ン
タ
ー
で
無
料

の
コ
ピ
ー
を
考
え
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
金
融
機
関
と
の
調
整
は 

　 （
答
弁
） 

　
各
銀
行
、
農
協
等
は
、
市
の
収

納
代
理
機
関
と
な
っ
て
お
り
、
郵

便
局
は
調
整
中
。 

 
（
質
問
） 

　
制
度
の
周
知
と
安
全
性
の
確
保
は 

　 （
答
弁
） 

　
各
区
長
へ
の
文
書
、
防
災
無
線

の
活
用
、
広
報
で
の
周
知
を
図
り
、

区
長
、
民
生
委
員
、
施
設
責
任
者

と
も
連
携
し
、
ま
た
、
安
全
協
会

や
清
水
警
察
署
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

注
意
を
促
す
。 

 

（
質
問
） 

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
の
連
携
は 

 

（
答
弁
） 

　
申
請
書
発
送
便
の
中
に
振
興
券

発
行
の
案
内
文
書
を
入
れ
た
り
、

４
月
号
広
報
に
チ
ラ
シ
を
折
り
込

む
等
し
て
応
援
体
制
を
図
る
。 

 

（
質
問
） 

　
最
大
に
効
果
を
も
た
ら
す
た
め

に
は 

 

（
答
弁
） 

　
単
発
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
一

工
夫
し
て
、
「
買
い
物
は
市
内
で
」

と
の
気
風
が
市
民
に
認
識
さ
れ
る

よ
う
な
運
動
や
魅
力
あ
る
商
店
街

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ

の
商
品
券
が
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
う
。 

 

２
　
県
の
（
新
）
多
子
世
帯

保
育
料
軽
減
事
業
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
県
の
（
新
）
多
子
世
帯
保
育
料

軽
減
事
業
の
実
施
に
つ
い
て 

　 （
答
弁
） 

　
18
歳
未
満
の
児
童
を
３
人
以
上

養
育
し
て
い
る
世
帯
の
う
ち
第
３

子
３
歳
未
満
の
就
学
前
児
童
の
利

用
料
を
無
料
化
す
る
措
置
を
講
じ

た
市
町
村
に
２
分
の
１
の
補
助
を

行
な
う
事
業
で
あ
り
、
本
市
で
は

３
０
０
万
円
の
自
主
財
源
が
余
分

に
必
要
と
な
る
の
で
、
財
政
当
局

と
協
議
し
、
早
い
段
階
で
導
入
す

る
と
い
う
こ
と
で
内
部
検
討
を
し

た
い
。 

　 ３
　
通
学
合
宿
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
通
学
合
宿
の
実
施
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
全
国
で
２
５
６
自
治
体
が
実
施
し
、

県
内
で
は
檮
原
町
で
小
学
校
５
年

生
が
１
週
間
程
行
な
っ
て
お
り
、

地
域
の
教
育
力
の
再
生
、
向
上
、

活
性
化
等
も
含
め
て
、
実
施
の
可

能
性
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。 

１
　
消
防
本
部
の
広
域
再
編

等
に
つ
い
て 
 

（
質
問
） 

　
消
防
団
員
の
充
足
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
現
在
の
実
員
は
、
４
２
２
名
で

22
名
の
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。 

　
消
防
団
員
確
保
は
行
政
の
責
務

で
も
あ
り
関
係
区
長
等
の
協
力
を

願
い
積
極
的
に
取
り
組
み
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
消
防
庁
舎
の
改
築
年
度
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
平
成
22
年
度
に
以
布
利
ト
ン
ネ

ル
か
ら
の
バ
イ
パ
ス
道
路
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
周
辺
に
２
カ

所
ぐ
ら
い
に
土
地
を
絞
り
検
討
し

て
い
る
。 

　
平
成
23
年
度
に
改
築
の
方
向
で

作
業
を
し
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

広
域
消
防
行
政
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
県
下
の
消
防
広
域
化
の
検
討
が

詰
め
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。 

　
広
域
化
の
流
れ
は
不
可
欠
で
あ

り
基
本
的
に
は
消
防
業
務
と
い
う

の
は
消
防
署
を
中
心
に
行
う
も
の
で
、

消
防
署
及
び
消
防
団
の
機
能
の
充

実
を
図
り
た
い
。 

２
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業

務
委
託
事
業
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
県
道
布
下
ノ
加
江
線
の
改
良
事

業
推
進
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
こ
の
路
線
は
住
民
の
生
活
路
線

で
あ
る
と
共
に
、
通
学
路
で
も
あ

る
。 

　
今
後
地
元
と
連
携
し
、
清
水
土

木
事
務
所
等
へ
落
石
の
除
去
な
ど

要
請
を
続
け
て
い
き
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
高
齢
者
等
の

交
通
手
段
と
し
て
有
効
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
統
合
に
伴
い
運
行
し
て
い
る
通
学
、

通
園
バ
ス
に
つ
い
て
は
安
全
運
転

の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
、
い
ろ

い
ろ
と
問
題
が
あ
り
、
直
ち
に
と

い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
。 
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武
藤
　
清
　
議
員 

小
川
豊
治
　
議
員 

１
　
（
株
）土
佐
清
水
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
丸
ご
と
工
房
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
雇
用
拡
大
と
産
業
振
興
が
ポ
イ

ン
ト
と
考
え
る
。
農
業
・
漁
業
を

ど
う
振
興
さ
せ
る
か 

 

（
答
弁
） 

　
農
業
振
興
策
は
、
①
集
落
営
農

組
織
の
基
盤
強
化
、
②
耕
作
放
棄

地
の
解
消
、
③
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
、
地

域
を
モ
デ
ル
的
に
育
成
し
普
及
を

図
っ
て
い
く
。 

　
水
産
振
興
策
と
し
て
魚
の
鮮
度

保
持
、
品
質
向
上
の
た
め
の
調
査

を
実
施
。
細
胞
を
壊
さ
ず
凍
結
さ

せ
る
リ
キ
ッ
ド
フ
レ
ー
ザ
ー
の
導
入
、

差
別
化
の
で
き
る
商
品
化
な
ど
に

取
り
組
む
。 

 

２
　
教
育
問
題 

 

（
質
問
） 

　
学
力
テ
ス
ト
の
開
示
は 

 

（
答
弁
） 

　
テ
ス
ト
結
果
が
そ
の
ま
ま
児
童

生
徒
の
学
力
を
表
わ
し
て
い
る
こ

と
で
は
な
く
、
結
果
の
公
表
は
学

校
の
序
列
化
と
混
乱
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
公
表
は
し
な
い
。 

 

（
質
問
） 

　
児
童
生
徒
の
体
力
向
上
は 

（
答
弁
） 

　
運
動
経
験
を
豊
富
に
し
、
質
量

と
も
に
適
切
な
運
動
を
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
。 

 

（
質
問
） 

　
携
帯
電
話
は
ど
う
す
る 

 

（
答
弁
） 

　
学
校
で
は
原
則
禁
止
と
し
て
い

る
が
、
保
護
者
の
要
望
に
よ
り
所

持
し
て
い
る
生
徒
も
学
校
に
い
る

間
は
教
諭
が
預
か
っ
て
い
る
。 

 

３
　
定
額
給
付
金 

 

（
質
問
） 

　
し
っ
か
り
届
け
、
し
っ
か
り
使

う
よ
う
に 

 

（
答
弁
） 

　
住
基
異
動
リ
ス
ト
の
照
合
や
民

生
委
員
、
区
長
等
の
協
力
を
仰
ぎ

な
が
ら
確
実
に
申
請
が
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
給
付
が
で
き
る
よ
う
対
応

す
る
。 

 

４
　
レ
ジ
袋
対
策
　 
 

（
質
問
） 

　
レ
ジ
袋
の
削
減
、
具
体
策
は 

 

（
答
弁
） 

　
２
月
に
行
政
と
婦
人
団
体
、
商

工
会
議
所
、
区
長
会
に
よ
る
協
議

を
立
ち
上
げ
た
。 

　
市
民
の
理
解
と
盛
り
上
が
り
が

必
要
で
、
そ
の
成
果
が
環
境
政
策

に
つ
な
が
り
、
安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。 

１
　
収
入
未
済
額
の
現
状
と

対
策
に
つ
い
て
　 

 

（
質
問
） 

　
収
入
未
済
額
の
現
状
と
基
本
認

識
に
つ
い
て 

 
（
答
弁
） 

　
一
般
会
計
で
の
収
入
未
済
額
の

合
計
は
２
億
８
 ,
５
８
５
万
７
 ,
０

０
０
円
で
あ
り
、
主
な
も
の
は
市
税

で
１
億
７
 ,
３
４
６
万
９
 ,
０
０
０

円
、
貸
付
金
元
利
収
入
７
 ,
６
３
４

万
９
 ,
０
０
０
円
等
で
あ
る
。 

　
未
済
額
に
つ
い
て
は
創
意
工
夫

し
な
が
ら
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る

が
効
率
が
上
が
っ
て
い
な
い
現
状

で
あ
り
公
平
な
徴
収
は
重
大
な
責

務
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

（
質
問
） 

　
本
年
度
の
取
り
組
み
の
実
績
は 

（
答
弁
） 

　
市
税
の
租
税
債
権
管
理
機
構
へ

の
移
管
、
奨
学
資
金
、
保
険
料
な

ど
夜
間
訪
宅
、
保
証
人
へ
の
請
求
、

水
道
の
停
水
処
置
、
市
営
住
宅
の

長
期
滞
納
者
に
は
明
け
渡
し
の
請

求
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
庁
内
体
制
の
協
議
と
実
績 

 

（
答
弁
） 

　
庁
内
各
課
で
協
議
を
し
た
が
そ

れ
ぞ
れ
に
滞
納
が
あ
り
、
も
う
少

し
研
究
検
討
期
間
の
必
要
が
あ
り

当
面
は
各
課
で
対
応
す
る
。
個
人

面
談
な
ど
で
一
定
の
成
果
は
上
が

っ
て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

　
今
後
の
取
り
組
み
は 

 

（
答
弁
） 

　
現
社
会
が
景
気
の
落
ち
込
み
に

よ
り
更
に
厳
し
く
な
る
と
想
定
を

し
て
い
る
が
、
公
平
性
を
前
提
に

実
態
調
査
を
行
い
法
的
強
制
執
行

を
含
め
全
庁
あ
げ
て
共
通
認
識
の

も
と
に
回
収
の
効
率
化
を
図
る
。 

 

２
　
公
園
（
児
童
）
の
整
備

と
管
理
状
況
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
遊
具
等
の
整
備
は
十
分
さ
れ
て

い
る
か 

 

（
答
弁
） 

　
　
遊
具
等
に
よ
る
重
大
な
事
故

が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
る
。
幸

い
に
し
て
本
市
は
事
故
は
な
い
が

点
検
は
公
園
清
掃
時
に
委
託
業
者

が
２
回
実
施
、
職
員
も
不
定
期
で

は
あ
る
が
実
施
を
し
て
い
る
。 

　
市
民
か
ら
不
具
合
情
報
が
あ
れ

ば
確
認
の
う
え
対
応
を
し
て
い
る
。 

　 （
質
問
） 

　
計
画
的
な
遊
具
の
整
備
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
現
在
の
街
区
公
園
に
は
国
の
補

助
対
象
に
な
ら
ず
計
画
的
な
整
備

は
出
来
て
い
な
い
。 

　
「
教
育
環
境
日
本
一
」
構
想
の
な

か
で
遊
具
の
位
置
づ
け
を
議
論
し

て
い
た
だ
き
提
言
を
も
ら
え
れ
ば

あ
り
が
た
い
。 

　
総
合
公
園
内
に
あ
る
「
じ
ん
べ

え
公
園
」
は
土
、
日
に
利
用
者
が

多
く
、
平
成
23
年
に
は
周
辺
に
同

規
模
以
上
の
子
ど
も
の
た
め
の
遊

具
を
備
え
た
公
園
を
つ
く
り
た
い
。 
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森
　
一
美
　
議
員 

１
　
太
陽
光
発
電
特
区
に
申

請
で
き
な
い
か 

 

（
質
問
） 

　
太
陽
光
発
電
設
備
促
進
に
よ
る

災
害
発
生
時
の
電
力
供
給
と
設
備

設
置
支
援
策
は
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
個
人
住
宅
設
備
設
置
に
若
干
の

支
援
策
が
復
活
し
た
。 

　
新
し
く
造
る
学
校
等
の
公
共
施

設
に
は
、
そ
の
電
力
を
賄
う
位
の

設
備
を
設
置
し
た
い
と
考
え
る
。 

　
今
後
、
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で

あ
る
の
で
、
情
勢
等
の
見
極
め
を

し
て
、
市
独
自
の
支
援
策
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

 

２
　
小
、
中
学
校
一
貫
教
育

で
中
学
校
統
合
問
題
は
解
決

で
き
な
い
か 

 

（
答
弁
） 

　
中
学
校
統
合
問
題
は
、
保
護
者
、

地
域
各
関
係
者
と
充
分
協
議
検
討

し
て
い
く
が
、
統
合
の
方
向
で
進

め
て
い
る
。 

　
遠
隔
地
の
通
学
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
を
活
用
す
る
。 

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
ク
ラ
ブ
活
動

に
ど
う
対
応
さ
せ
る
か
は
下
ノ
加

江
、
下
川
口
中
学
校
で
実
証
済
み

で
あ
る
。 

　
小
学
校
五
，
六
年
生
に
つ
い
て
、

担
任
が
全
教
科
教
え
る
今
の
仕
組

み
は
ど
う
か
と
思
う
が
、
現
在
、

県
で
中
学
校
の
教
員
を
小
学
校
に

派
遣
し
て
数
学
を
担
任
す
る
試
み

を
模
索
し
て
い
る
。 

　
今
の
ま
ま
で
良
い
と
は
思
わ
な

い
が
、
即
、
一
貫
教
育
で
や
る
の

が
良
い
か
と
い
う
と
検
証
す
べ
き

点
が
多
々
あ
る
と
思
う
。 

　
教
育
現
場
を
は
じ
め
各
分
野
で

議
論
し
て
も
ら
い
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
も
よ
く
検
証
し
な
が

ら
、
い
い
方
向
を
見
出
し
て
い
き

た
い
。 

 

３
　
農
林
漁
業
後
継
者
育
成

と
雇
用
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
農
林
水
産
業
後
継
者
作
り
の
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
後

継
者
育
成
支
援
策
は 

 

（
答
弁
） 

　
一
次
産
業
へ
の
就
労
機
会
を
求

め
て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、
自
営

し
て
い
く
為
に
は
一
定
の
資
金
力

が
必
要
で
あ
る
。 

　
技
術
を
習
得
す
る
た
め
、
「
清

水
で
が
ん
ば
る
新
規
就
農
・
後
継

者
支
援
事
業
」
「
漁
業
就
業
者
定

住
促
進
対
策
事
業
」
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
二
年
程
支
援
し
て
い
る
が
、

各
支
援
策
に
は
一
定
の
条
件
が
あ

り
、
審
査
会
で
審
査
し
て
支
援
を

決
定
し
て
い
る
。 

　
元
気
ま
る
ご
と
工
房
を
活
用
し

て
農
産
物
を
集
荷
す
る
体
制
が
各

地
区
に
浸
透
し
き
れ
て
い
な
い
の

は
判
っ
て
い
る
が
、
作
物
集
荷
の

説
明
会
や
、
そ
の
土
地
に
あ
っ
た

作
物
の
作
付
け
指
導
も
予
定
し
て

い
る
の
で
耕
作
者
か
ら
も
積
極
的

に
要
請
し
て
ほ
し
い
。 

岡
林
守
正
　
議
員 

１
　
本
市
の
観
光
の
現
状
と
課

題
お
よ
び
産
業
振
興
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

旅
行
形
態
・
宿
泊
状
況
は 

 

（
答
弁
） 

　
本
市
の
観
光
、
特
に
足
摺
地
区

の
宿
泊
客
は
団
体
の
バ
ス
ツ
ア
ー

に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。 

　
宿
泊
者
数
は
、
平
成
18
年
24
万

９
 ,
８
７
６
人
、
平
成
19
年
26
万

１
 ,
０
０
９
人
　
平
成
20
年
24
万

２
 ,
０
０
０
人
（
概
数
）
と
な
っ

て
い
る
。 

 

（
質
問
） 

本
市
観
光
の
今
後
の
課
題
は 

 

（
答
弁
） 

　
従
来
の
「
見
る
、
見
せ
る
」
観

光
か
ら
、
地
域
の
生
活
、
文
化
を

体
験
し
、
地
域
と
の
交
流
、
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
む
体
感
観
光
へ
の
転

換
を
推
進
し
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
観
光
か
ら
見
た
水
産
・
農
業
を

絡
め
た
戦
略
に
つ
い
て 

 

（
答
弁
） 

　
農
業
・
漁
業
・
観
光
を
つ
な
ぎ
合

わ
せ
る
中
核
的
な
役
割
を
担
う
の

が
「
元
気
ま
る
ご
と
工
房
」
と
考
え
、

地
域
の
原
材
料
を
地
域
で
加
工
し

地
産
地
消
率
１
０
０
％
を
目
指
す

な
ど
、
農
業
・
漁
業
・
観
光
が
一
体
と

な
れ
る
運
動
作
り
が
必
要
と
考
え
る
。 

 

（
質
問
） 

　
水
産
振
興
の
観
点
か
ら
観
光
と

水
産
業
の
融
合
は 

 

（
答
弁
） 

　
日
本
一
健
康
な
朝
食
づ
く
り
や
、

地
産
地
消
率
１
０
０
％
等
の
取
り

組
み
の
中
で
、
鮮
度
保
持
の
確
立
や
、

安
定
供
給
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く

り
観
光
と
融
合
で
き
る
水
産
振
興

を
図
る
。 

 

（
質
問
） 

　
観
光
を
有
効
活
用
し
て
農
業
振

興
に
生
か
せ 

 

（
答
弁
） 

　
観
光
客
は
、
農
家
や
漁
家
の
生

活
の
模
擬
体
験
を
求
め
て
お
り
、

観
光
を
中
心
に
海
と
陸
の
メ
ニ
ュ

ー
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
作
る
。 

 

（
質
問
） 

　
（
株
）
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
行

政
と
し
て
今
後
の
関
わ
り
は 

 

（
答
弁
） 

　
市
内
の
全
産
業
が
参
加
し
て
の

第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
本
市
の

将
来
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
く
、
積
極
的
な
役

割
を
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。 

 

　
２
　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
に

つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
南
海
地
震
や
災
害
に
備
え
、
航

空
自
衛
隊
土
佐
清
水
分
屯
基
地
へ

緊
急
物
資
備
蓄
施
設
を
備
え
た
災

害
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設
の
推
進
を

図
れ 

 

（
答
弁
） 

　
航
空
自
衛
隊
の
災
害
の
際
の
備

蓄
品
も
含
め
た
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
こ

こ
に
建
設
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

歓
迎
し
た
い
と
思
う
が
、
防
衛
の

絡
ん
だ
問
題
に
市
長
か
ら
要
請
す

る
こ
と
は
慎
重
な
扱
い
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。 
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３
月
９
日
・
10
日
・
11
日
の
３
日
間
、
13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行 

い
ま
し
た
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
・
答
弁
の
中
か
ら
、
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一
般
質
問 

岡
林
幹
造
　
議
員 

峯
本
文
男
　
議
員 

１
　
市
長
選
挙
出
馬
に
つ
い
て

（
市
政
運
営
） 

 

（
質
問
） 

　
市
長
選
三
期
目
に
対
し
て
の
政

治
姿
勢
と
政
治
ス
タ
ン
ス
に
つ
い

て
の
見
解
を
求
め
る 

 

（
答
弁
） 

　
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
方
向

性
は
一
定
明
ら
か
に
で
き
た
が
、

確
実
な
成
果
を
見
る
に
至
っ
て
お

ら
ず
、
一
層
の
努
力
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。 

　
具
体
的
に
は
、「
教
育
環
境
日
本
一
」

構
想
は
、
教
育
を
よ
く
す
る
と
い

う
気
風
を
高
め
、
清
水
の
子
ど
も

た
ち
が
日
本
一
と
し
て
育
つ
教
育

内
容
等
を
全
国
に
発
信
で
き
る
よ

う
に
努
め
る
。 

　
「
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
市
内

全
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
の
確
保

を
目
指
し
た
い
。 

　
ま
た
、「
清
水
第
三
土
地
計
画
」
に

つ
い
て
も
、
清
水
中
学
校
の
改
築

を
行
な
う
と
と
も
に
小
学
校
や
消

防
署
の
改
築
等
も
検
討
し
て
い
る
。 

　
今
後
に
お
い
て
も
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
本
市
発
展
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
皆
さ
ん

に
培
っ
て
い
た
だ
い
た
経
験
・
体

験
を
い
か
し
て
い
き
た
い
。 

 

２
　
職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る

庁
内
体
制 

 
（
質
問
） 

　
職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
今
後

の
意
識
改
革
、
公
僕
精
神
の
涵
養

と
庁
内
体
制
を
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
市
職
員
の
酒
気
帯
び
運
転
は
市

職
員
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為
で

あ
り
、
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
が
全

く
足
り
な
か
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
い
。 

　
全
職
員
に
再
び
繰
り
返
さ
な
い

た
め
の
注
意
喚
起
を
促
し
、
今
後

二
度
と
こ
の
よ
う
な
不
祥
事
を
起

こ
さ
な
い
た
め
の
責
任
感
、
緊
張

感
を
持
っ
て
意
識
の
高
揚
を
図
り

な
が
ら
綱
紀
粛
正
に
努
め
、
市
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
づ
く
り

に
誠
心
誠
意
努
力
す
る
。 

 

３
　
過
疎
対
策 

 

（
質
問
） 

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
の
平
成
21
年
度
末
の
失
効
は
、

本
市
に
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
新

法
制
定
に
対
し
て
の
見
解
と
本
市

の
公
益
的
効
果
を
問
う
。 

（
答
弁
） 

　
本
市
は
自
主
財
源
が
脆
弱
で
あ
り
、

こ
の
制
度
に
よ
り
様
々
な
事
業
展

開
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

　
こ
の
事
か
ら
過
疎
地
域
に
と
っ

て
は
大
き
な
効
果
で
あ
り
、
必
要

不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。 

　
事
業
内
容
と
し
て
は
産
業
振
興
、

生
活
環
境
の
整
備
、
交
通
通
信
体
系

の
整
備
、
教
育
福
祉
関
連
事
項
で
あ

り
、
本
市
は
過
疎
法
を
最
も
有
効
に

使
っ
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
。 

　
全
国
の
農
林
水
産
業
を
中
心
と

す
る
市
町
村
に
と
っ
て
過
疎
法
の

失
効
は
死
活
に
か
か
る
問
題
で
も

あ
り
、
そ
の
延
長
に
つ
い
て
は
地

方
六
団
体
を
あ
げ
て
要
請
を
し
て

お
り
、
現
在
の
内
容
か
ら
後
退
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
全
力
で
取

り
組
む
所
存
で
あ
る
。 

１
　
職
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ

い
て 

（
質
問
） 

　
平
成
14
年
度
以
降
の
職
員
の
不

祥
事
に
対
し
て
の
処
分
件
数
に
つ

い
て
問
う 

 

（
答
弁
） 

　
平
成
14
年
度
か
ら
現
在
ま
で
戒

告
以
上
の
懲
戒
処
分
件
数
は
32
件
で
、

戒
告
20
件
、
減
給
６
件
、
停
職
４
件
、

免
職
２
件
で
あ
り
、
飲
酒
に
よ
る

も
の
は
３
件
と
な
っ
て
い
る
。 

 

２
　
「
道
の
駅
め
じ
か
の
里
」

の
管
理
運
営
に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
指
定
管
理
者
に
移
行
後
の
経
営

状
況
と
今
後
の
見
込
み
に
つ
い
て

示
せ 

 

（
答
弁
） 

　
売
上
額
は
平
成
21
年
１
月
末
現

在
で
月
平
均
83
万
３
２
３
円
。 

　
出
店
者
は
76
名
と
な
っ
て
い
る
。 

　
今
後
の
運
営
計
画
は
、
①
毎
週

１
日
、
魚
の
日
を
設
定
す
る
。
②

惣
菜
類
を
生
産
販
売
す
る
。
③
野

菜
部
門
は
”
安
か
ろ
う
野
菜
“
か
ら 

”
安
全
で
う
ま
い
野
菜
“
作
り
へ
転

換
し
た
い
と
の
こ
と
。
ま
た
、
空

き
店
舗
に
つ
い
て
は
、
テ
ナ
ン
ト

募
集
等
に
つ
い
て
検
討
を
さ
せ
た
い
。 

 

（
質
問
） 

　
「
道
の
駅
」
の
調
整
池
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
示
せ 

 

（
答
弁
） 

　
「
道
の
駅
」
の
調
整
池
の
整
備

は
平
成
21
年
度
に
計
画
し
て
い
る
。 

　
事
業
内
容
は
調
整
池
の
汚
泥
の

除
去
と
周
辺
の
整
備
を
行
い
、
桜

や
キ
ン
モ
ク
セ
イ
な
ど
花
木
を
植

栽
す
る
と
と
も
に
安
全
確
保
も
図
る
。 

 

３
　
「
土
佐
清
水
元
気
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て 

 

（
質
問
） 

　
「
元
気
丸
ご
と
工
房
」
の
農
林
水

産
物
等
の
原
材
料
仕
入
価
格
設
定

に
つ
い
て
問
う 

　 （
答
弁
） 

　
基
本
的
に
は
市
場
価
格
を
参
考

に
決
定
す
る
が
、
市
場
に
出
荷
で

き
な
い
物
も
購
入
す
る
。 

　
そ
の
た
め
キ
ロ
グ
ラ
ム
単
価
が

若
干
下
が
る
と
思
う
が
、
生
産
者

の
所
得
向
上
に
向
け
新
会
社
に
は

一
定
の
買
い
支
え
を
進
言
す
る
。 

　 （
質
問
） 

　
食
の
安
全
・
安
心
が
問
わ
れ
て

い
る
今
日
、
農
作
物
栽
培
に
対
す

る
農
薬
や
肥
料
等
の
生
産
履
歴
に

つ
い
て
問
う
　 

 

（
答
弁
） 

　
農
薬
の
適
正
使
用
と
記
帳
に
つ

い
て
説
明
し
、
減
農
薬
栽
培
、
鮮

度
保
持
等
品
質
管
理
に
つ
い
て
は
、

生
産
者
の
自
己
責
任
に
お
い
て
出

荷
し
て
頂
く
。 
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３
月
定
例
会
の
概
要 

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら

３
月
19
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で

開
会
し
、
市
長
か
ら
、
議
案
29
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
に
は
、
市
町
村
合
併
調
査
特

別
委
員
会
委
員
長
よ
り
「
国
の
動
向

や
近
隣
市
町
村
の
現
状
等
を
勘
案
し
、

委
員
会
と
し
て
の
任
務
を
終
了
す
る
。」

と
の
委
員
長
報
告
が
行
な
わ
れ
た
後
、

同
委
員
会
の
解
散
に
つ
い
て
可
決
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
国
民
宿
舎
足
摺
テ
ル
メ
の

指
定
管
理
者
変
更
に
係
る
議
案
も
追

加
提
案
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。 

　
今
期
定
例
会
か
ら
本
格
的
に
導
入

し
た
質
疑
に
つ
い
て
は
、
３
人
の
議

員
が
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算

等
の
疑
義
に
つ
い
て
執
行
部
に
説
明

を
求
め
ま
し
た
。 

　
一
般
質
問
は
、
３
月
９
日
か
ら
11

日
の
３
日
間
行
わ
れ
、
13
人
の
議
員

が
質
問
に
立
ち
、
定
額
給
付
金
の
支

給
や
、
（
株
）
土
佐
清
水
元
気
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
足
摺
テ
ル
メ
、
教
育
問
題

等
に
つ
い
て
質
問
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。 

　
最
終
日
に
は
、
市
長
提
出
の
議
案

に
つ
い
て
、
採
決
し
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
後
、
追
加
提
案

の
あ
っ
た
２
議
案
に
つ
い
て
も
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

　
議
員
か
ら
は
、
「
地
方
の
道
路
整

備
の
着
実
な
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」

等
７
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。 

意
　
見
　
書 

○
地
方
の
道
路
整
備
の
着
実

な
推
進
を
求
め
る
意
見
書 

　
道
路
特
定
財
源
が
一
般
財
源

化
さ
れ
よ
う
と
も
、
遅
れ
て
い

る
地
方
の
道
路
が
一
日
で
も
早

く
整
備
さ
れ
、
活
力
あ
る
地
方

を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
間
格

差
の
是
正
を
目
指
し
て
道
路
予

算
を
重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
、

「
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
」

に
つ
い
て
も
地
域
の
交
通
手
段

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ

ろ
に
重
点
的
に
配
備
す
る
こ
と

等
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

○
Ｗ
Ｔ
Ｏ
議
長
案
を
拒
否

す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書 

　
昨
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易

機
関
）農
業
交
渉
の
中
で
、日
本

に
対
し
一
層
の
農
産
物
自
由
化

が
要
求
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
受

け
入
れ
る
と
、
米
の
輸
入
が
現

在
の
77
万
ト
ン
か
ら
１
１
４
万

ト
ン
に
加
増
さ
れ
、
更
な
る
低

米
価
も
予
想
さ
れ
日
本
の
農
業

は
壊
滅
と
な
る
。
よ
っ
て
国
に

お
い
て
は
、
日
本
農
業
の
役
割

を
再
認
識
し
、
稲
作
を
中
心
と

し
た
日
本
農
業
の
根
幹
を
崩
す

Ｗ
Ｔ
Ｏ
議
長
案
を
拒
否
す
る
よ

う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 
○
派
遣
切
り
の
中
止
、
若
者
雇

用
の
正
規
化
、労
働
者
派
遣
法
の

抜
本
的
改
正
を
求
め
る
意
見
書 

　
正
規
職
員
の
非
正
規
へ
の
置

き
換
え
で
利
潤
を
上
げ
て
き
た

大
企
業
が
、
景
気
後
退
局
面
に

入
る
や
い
な
や
非
正
規
労
働
者

を
解
雇
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、

大
企
業
が
社
会
的
な
責
任
を
果

た
す
と
と
も
に
、
そ
の
背
景
に

あ
る
労
働
者
派
遣
法
を
１
９
９

９
年
の
改
正
前
に
戻
す
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

○
物
価
上
昇
に
見
合
う
年
金

引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書 

　
大
都
市
圏
の
経
済
繁
栄
を
よ

そ
に
、
地
域
経
済
は
崩
壊
の
危

機
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
の
地

域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
労
働
者
の
所
得
の
改
善
は
焦

眉
の
課
題
で
あ
り
、
ま
た
最
低

賃
金
の
地
域
ご
と
の
大
き
な
格

差
は
、
賃
金
の
低
位
標
準
化
や

青
年
雇
用
の
都
市
部
へ
の
流
出

を
招
き
、
地
域
社
会
の
芽
を
奪

っ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
全
国
一

律
の
最
低
賃
金
制
度
の
確
立
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

○
臨
時
教
員
の
処
遇
改
善

と
正
規
教
員
の
大
幅
な
採

用
増
を
求
め
る
意
見
書 

　
高
知
県
下
の
公
立
学
校
で
全

教
員
の
約
11
％
を
臨
時
教
員
が

占
め
て
お
り
、
時
間
講
師
の
給

与
の
引
き
上
げ
・
勤
務
実
態
に

見
合
っ
た
給
与
と
交
通
費
の
支

給
・
長
期
休
業
中
等
の
給
与
保

障
や
採
用
審
査
に
お
け
る
臨
時

教
員
経
験
の
尊
重
な
ど
、
併
せ

て
正
規
教
員
の
大
幅
な
採
用
増

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

○
南
海
地
震
に
備
え
緊
急
物
資
備

蓄
倉
庫
を
兼
備
し
た
災
害
用
ヘ
リ

ポ
ー
ト
建
設
に
つ
い
て
の
意
見
書 

　
四
国
最
南
端
に
位
置
す
る
当

市
は
南
海
地
震
が
発
生
す
る
と

陸
の
孤
島
と
な
る
こ
と
は
必
至

で
あ
り
、
そ
の
場
合
の
救
援
活

動
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

災
害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
地

域
住
民
の
生
命
を
守
る
た
め
、

航
空
自
衛
隊
土
佐
清
水
分
屯
基

地
へ
緊
急
物
資
備
蓄
施
設
を
備

え
た
災
害
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
建
設

の
推
進
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

 

○
国
会
議
員
の
定
数
削
減

を
要
請
す
る
意
見
書 

　
我
が
国
は
大
変
な
不
況
に
見

舞
わ
れ
、国
民
一
人
ひ
と
り
が
苦

し
い
思
い
を
強
い
ら
れ
て
い
る

中
、３
年
後
に
は
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
も
表
明
さ
れ
て
い
る
。こ

れ
ら
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
や

負
担
を
求
め
て
い
く
た
め
に
も
、

年
総
額
86
億
円
と
も
言
わ
れ
る

国
会
議
員
の
定
数
削
減
に
つ
い

て
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。 

　
次
の
意
見
書
を
関
係
省
庁
等 

に
提
出
し
ま
し
た
。 

第６９号 

形
岡
　
一 
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土
佐
清
水
市
内
の
小
学
４
年
生
全
員

を
対
象
に
書
籍
が
贈
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

こ
の
度
全
小
学
校
を
代
表
し
て
清
水
小

学
校
で
贈
呈
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
本
は
、
日
頃
か
ら
国
内
外
を
飛
び

回
り
、ジ
ョ
ン
万
次
郎
が
つ
な
ぐ
縁
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
講
演
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
精
力
的
に
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

日
本
一
元
気
で
忙
し
い
九
十
七
歳
、
聖

路
加
国
際
病
院
理
事
長
の
日
野
原
重
明

先
生
に
よ
っ
て
２
０
０
６
年
に
書
か
れ

た
著
書
「
十
歳
の
き
み
へ
　
〜
九
十
五

歳
の
わ
た
し
か
ら
〜
」
で
す
。
　 

　
今
回
の
寄
贈
は
、
宿
毛
市
出
身
者
創
業

（
代
表
取
締
役
　
坂
本
喜
杏
氏
）
の
出
版

社
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
日

頃
よ
り
続
け
て
い
る
故
郷
へ
の
貢
献
活

動
の
一
環
で
、
隣
市
で
も
あ
り
、
日
野
原

先
生
と
も
縁
の
あ
る
土
佐
清
水
市
の
十

歳
に
な
る
子
ど
も
達
に
ぜ
ひ
寄
贈
を
し

た
い
と
、
土
佐
清
水
市
教
育
委
員
会
を
通

じ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。  

　
こ
の
本
は
、
日
野
原
先
生
が
十
歳
の
頃

の
自
分
を
ふ
り
か
え
り
、
今
の
年
齢
に
な

っ
て
思
う
こ
と
を
子
供
達
に
伝
え
る
た

め
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。 

 

　
表
紙
を
ひ
ら
く
と
一
編
の
詩
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。 

　 　
こ
の
詩
に
は
、
自
分
が
十
歳
の
時
、

大
好
き
な
お
母
さ
ん
が
病
気
に
な
り
、

人
の
死
と
い
う
も
の
を
初
め
て
考
え
た

こ
と
、
た
だ
生
き
て
さ
え
く
れ
れ
ば
と

一
生
懸
命
祈
っ
た
こ
と
、
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
亡
く
な
っ

た
と
き
の
記
憶
、
そ
の
時
に
出
逢
っ
た

お
医
者
さ
ん
を
見
て
医
者
に
な
ろ
う
と

心
に
き
め
た
こ
と
、
そ
し
て
み
ん
な
に

支
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
今
九
十
五
歳
を

迎
え
ら
れ
る
と
い
う
ご
自
身
の
気
持
ち

を
書
か
れ
て
お
り
、
最
後
に
は
自
分
の

原
点
に
た
ち
か
え
る
左
記
の
言
葉
で
締

め
く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

               

　
本
編
で
は
、
十
歳
だ
か
ら
感
じ
取
る

こ
と
の
で
き
る
、
た
く
さ
ん
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
の
中
で
、
い

く
つ
も
の
喜
び
や
悲
し
み
を
経
験
し
て

い
く
子
ど
も
達
、
十
歳
の
あ
な
た
た
ち

は
気
付
い
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、

あ
な
た
た
ち
が
そ
こ
に
い
る
と
い
う
こ

と
が
、
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

あ
る
か
と
い
う
事
に
。 

　
１
８
５
ペ
ー
ジ
に
綴
ら
れ
た
た
く
さ

ん
の
や
さ
し
い
気
持
ち
を
受
け
取
っ
て

下
さ
い
。 

　
４
月
14
日
、
清
水
小
学
校
で
行
わ
れ

た
贈
呈
式
で
は
、
４
年
生
を
代
表
し
て
、

岡

玖
弥
く
ん
、
池
内
正
明
く
ん
の
２

人
に
岩
井
教
育
長
か
ら
本
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。 

　
そ
し
て
子
ど
も
達
か
ら
の
お
礼
の
言

葉
を
、
安
田
恵
里
香
ち
ゃ
ん
が
元
気
に

読
み
上
げ
ま
し
た
。 

　
漫
画
と
は
違
い
、
活
字
だ
ら
け
の
本
で

す
が
、
子
供
達
は
本
を
１
冊
ず
つ
手
に
し

「
す
ぐ
読
ん
で
み
た
い
。
」
と
大
喜
び
で
し

た 　
こ
の
本
は
、
市
内
の
小
学
４
年
生
と
各

小
学
校
の
図
書
室
、
図
書
館
に
も
寄
贈
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ま

も
ご
活
用
下
さ
い
。 

”
ぼ
く
は
安
永
先
生
の
よ
う
な  

　
お
医
者
さ
ん
に
な
れ
た
か
し
ら  

　
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば  

　
天
国
に
い
る  

　
お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が  

　
き
っ
と
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
う
　

“ 

あ
な
た
は
十
歳
の
と
き 

　
　
何
を
思
い
何
を
感
じ
て
い
ま
し
た
か
・・・ 岩井教育長と一緒に、うれしそうに本を見る 

十歳のきみたち 

月       　　　  火   　　　      水    　     　　木         　　　金       　　　  土 

外科・胃腸科・内科・脳外科・小児科・救急は毎日診療しています。 

 

老  年  病  科  
(  第  2  )  

 

皮　膚　科  

眼 　 　 科  
泌 尿 器 科  
整 形 外 科  
老年病科(第1・2・5) 
耳 鼻 科(第2・3・4) 
第 二 内 科  
第 三 内 科  
心療内科(第・２・)

 

眼 　 　 科  

耳鼻科(第1・5) 

整 形 外 科  

 

第 一 内 科  

 

老 年 病 科 
(  第  3  )

診
療
科
目 

医療法人　聖真会 

■最新マルチスライスCT 検査開始となりました。 看護師・理学療法士・ケアマネ・薬剤師・登録ヘルパー 
随時募集しています。（4週8休制）担当：上岡 

詳しくはホームページをご確認ください。 

５月 の 診 療 予 定 

渭 南 病 院 
い　  なん　  びょういん 

土佐清水市越前町6-1 
82-1151（代） 

http://www.inan-hp.jp/

お問い合わせは 
　　　メール： taro-kamioka@inan-hp.jp

十歳のきみたちへ本のプレゼント 

き 

っ 

こ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
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「ジョン万かるた」で たどる万次郎の歩み 

John Mung Cards

　本市の偉人ジョン万次郎こと中浜万次郎の波乱に

満ちた人生と、どのような状況でも決して夢を見失わ

ず、常にベストを尽くす「ジョン万スピリット」を『ジ

ョン万かるた』で紹介します。 

Vol .4 捕鯨船での生活 

航海術 海外情報 英語力 
  　　　　国際人の第一号 
Navigation English skills 
and overseas information

捕鯨船で  世界の海を 
　　　　　      駈け巡り 
He sailed the round  
the glove on a whaling ship

ついに 大きな鯨を 
                仕留めたぞ 
At length a great Whale 
was caught

自らの 
　　人生を好転させた  
　　　　　　  意思と知恵 
Captain of his own life, 
he set a good corse with 
his Will and Wisdom

もう一度会いたい 
 　　　　ウィリアム坊や 
He hoped to see again the 
boy, William

こ 

ほ 

み 

つ 

も 

　万次郎は当時フェアヘーブンで最高の

学校、バートレット・アカデミーに進み、

高等数学、航海術、測量術、捕鯨などを

学んだ。 

　万次郎はコンパスと四分儀を使う航海

術を身につけていた。それは、その頃の日

本では考えられない航海方法だった。「白鯨」

の作者メルビルと同じ通りを歩いただろう。 

　捕鯨航海中、海面に亀がいるのを発見。

皆が銛で獲ろうとする中、海に飛び込み、

小刀で仕留めた。 

　給仕係として乗り込んだ捕鯨船フラン

クリン号での航海中、働きが認められ、

船長を決める投票で同票を取り副船長と

なる。 

　ホイットフィールド船長の長男ウィリ

アムを、ジョン万は弟のように可愛がった。 



〜
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
〜 

平
成
21
年
度 

新
規
採
用
者
の
紹
介 

健康づくりのご案内 健康づくりのご案内 
スポーツで汗を流しましょう。 

平成２１年度　市民教室 
　『いきいき健康体操教室』受講生募集 

　メタボリックシンドローム（肥満）の予防・改善及
び転倒予防の簡単な体操です。 
　成人の方ならどなたでも参加できます。 
 
　日　　程　5月18日・21日・６月１日・４日 
　時　　間　午前１０時００分～ 
　場　　所　三崎地域交流センター（三崎保育所敷地内） 
　受 講 料　無料 
　募集人員　30名程度（定員超過の時は抽選） 
　講　　師　井元　悦子（トレーニング指導士） 
　申 込 先　中央公民館　Tel82-0472　 
　　　　　　三崎市民センター　Tel85-0001

　４月１日よりオープンした土佐清水市総合公園

多目的広場は、野球・サッカーをはじめ、各スポーツ

での利用が可能です。 

　他にも社会体育施設として、市民体育館・総合公

園テニス場・浦尻運動広場・下ノ加江運動広場・三崎

運動広場があります。 

　皆さまの体力、健康づくりの場としてご利用下さ

い。 

 

　利用についてのお問い合せ 

　スポーツクラブスクラム　市民体育館内 

　℡82-1087　fax 82-0354

健
康
推
進
課
主
事
補 

　
　
　
　
吉
永
紗
和 

税
務
課
主
事
補 

　
　
　
　
横
山
賢
介 

農
林
業
振
興
課
主
事
補 

　
　
　
　
坂
本
　
壮 

市
民
課
主
事
補 

　
　
　
　
竹
村
彩
香 

健
康
推
進
課
保
健
師 

　
　
　
松
岡
　
郁
美 

消
防
本
部
消
防
士 

　
　
　
　
中
沢
　
真 

旭
保
育
園
保
育
士 

　
　
　
川
上
　
未
記 

清
水
保
育
園
保
育
士 

　
　
　
山
戸
　
未
紀 
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☆インフルエンザ等 各種予防接種 (予約不要 大人の方もどうぞ) 
☆乳 児 健 診 

●平　　 日　午前 9:00～12:00 
　　　　　　 午後 2:00～  6:00 
●水・土曜日　午前 9:00～12:00 
○休　診：日曜日・祝日、水・土曜日午後 

診療時間 

医 療 法 人　童 樹 

 (83) 0020

院長  松 谷 和 徳  

　
市
で
は
４
月
１
日
付
で
職
員
の

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
の
異
動
で
は
、
基
幹
産
業

の
活
性
化
の
た
め
「
土
佐
清
水
元

気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
職
員
を
１

名
退
職
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
退
職
者
13
名
に
対
し
て
、

新
規
採
用
職
員
は
８
名
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

質
を
落
と
す
こ
と
な
く
さ
ら
な
る

向
上
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
管
理
職
以
上
の
職
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

 

◎
市
長 

　
西
村
伸
一
郎 

◎
副
市
長 

　
泉
谷
宏
幸 

◎
教
育
長 

　
岩
井
修
三 

・
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長 

　
橋
本
清
郎 

・
企
画
広
報
室
長 

　
脇
谷
浩
正 

・
総
務
課
長 

　
吉
村
博
文 

・
じ
ん
け
ん
課
長 

　
山
　
俊
一 

・
市
民
課
長 

　
岡
　
光
正 

・
税
務
課
長
兼
固
定
資
産
評
価
員 

　
横
山
周
次 

・
環
境
課
長
兼
清
掃
管
理 

　
　
　
　
　
　
　
　
事
務
所
長 

　
森
田
　
健 

・
健
康
推
進
課
長 

　
黒
原
一
寿 

・
福
祉
事
務
所
長 

　
矢
野
川
周
平 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

　
　
　
　
　
　
し
お
さ
い
園
長 

　
岡
田
正
仁 

・
水
産
商
工
課
長 

　
二
宮
真
弓 

・
農
林
業
振
興
課
長
兼 

　
　
　
農
業
委
員
会
事
務
局
長 

　
山
本
　
豊 

・
観
光
課
長 

　
山
田
順
行 

・
ま
ち
づ
く
り
対
策
課
長 

　
濱
田
益
夫 

・
議
会
事
務
局
長 

　
中
山
直
喜 

・
消
防
長 

　
谷
村
晴
夫 

・
消
防
次
長
兼
消
防
署
長 

　
弘
畑
賢
一 

・
水
道
課
長 

　
浦
中
伸
二 

・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長 

　
山
崎
俊
二 

・
監
査
委
員
事
務
局
長 

　
山
下
博
道 

・
学
校
教
育
課
長 

　
酒
井
紳
三 

・
生
涯
学
習
課
長
兼 

　
　
　
　
　
　
中
央
公
民
館
長 

　
倉
本
和
典 

・
教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
兼 

　
　
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
所
長 

　
池
田
　
等 

・
下
ノ
加
江
保
育
園
長 

　
永
澤
貞
子 

・
足
摺
岬
保
育
園
長 

　
山
中
加
代 

・
浦
尻
保
育
園
長 

　
笹
本
仁
子 

・
旭
保
育
園
長 

　
切
詰
和
美 

・
清
水
保
育
園
長 

　
吉
名
美
和
子 

・
三
崎
保
育
園
長 

　
渡
辺
　
幸 

・
下
川
口
保
育
園
長 

　
上
原
岸
子 

平
成
21
年
度 

〜 

管 

理 

職 

以 

上 

〜 
市
職
員
の
紹
介 

田
村
信
義
　
消
防
長 

町
田
重
人
　
会
計
管
理
者 

森
慎
一
郎
　
農
林
業
振
興
課
技
監 

武
田
省
三
　
水
道
課
長 

田
中
紀
代
　
浦
尻
保
育
園
長 

金
枝
　
八
　
税
務
課
市
民
税
係
長 

金
枝
恵
子
　
健
康
推
進
課
主
査 

早
川
芳
和
　
消
防
副
署
長
兼 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
防
班
長 

中
山
信
枝
　
中
浜
保
育
園 

　
　
　
　
　
　
　
　
主
任
保
育
士 

中
津
和
幸
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
し
お
さ
い
介
護
技
査
兼 

　
　
　
　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
さ
ざ
な
み
介
護
技
査
　

　 井
上
　
龍
　
総
務
課
主
事 

井
上
香
織
　
税
務
課
主
事
補 

野
並
大
祐
　
健
康
推
進
課
主
事
補 

退
職
し
ま
し
た 

　
　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

（
平
成
21
年
３
月
31
日
付
退
職
） 

山下　修己 

おひさまで光熱費大幅カット 

太陽光発電システム販売 

土佐清水市天神町１－１３　Tel/fax　８２－１７１５ 

ばんきんや 

お見積もりいたします 

6521
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高知県立 

年間パスポート （入場券） 
1,000円 

AM 9：00 ～ PM 3：00

AM 8：00 ～ PM 5：30

AM 9：00 ～ PM 2：00

AM 9：00～PM 3：00
（売り切れ次第終了） 

● 土産物・海産物販売 

● 海鮮焼（セルフ） 

● ミニ遊覧体験 

● 鯛釣り体験 

地元食材を使用した 

おいしいものたくさん！ 

通常入場料より大幅に
お得な年間パスポート
を販売中。 
購入者特典として、偶数
日午後2時より大水槽で
餌やり体験ができます。 

（土） ～ 5 2 （水） 5 6

足摺黒潮市場 

足
摺
黒
潮
市
場 

☎︵
０
８
８
０
）８
３-

０
１
５
１ 

場所…足摺病院前岸壁 （サニーマート清水店隣） 

岸 壁 市 

場所…道の駅めじかの里 

場所…旧下ノ加江保育園 

場所…黒潮観光市場（旭町） 

AM 10：00 ～ PM 3：00

AM 8：00 ～ PM 6：00

場所…海の駅あしずり 

主
催
…
黒
潮
市
組
合 

主
催
…
高
知
県
漁
業
協
同
組
合
下
ノ
加
江
支
所 

☎
８
４-

０
３
２
１ 

足
摺
海
洋
館 

☎
８
５-

０
６
３
５ 

主
催
…（
社
）土
佐
清
水
市
観
光
協
会 
☎
８
２-

３
１
５
５ 

うまいもん市フェア－ 

海のめぐみフェアー 

（土） 5 2 （日） 3 （月） 4 5 （火） 5（日） 3 （月） 4

5 （火） 5

美味しいお惣菜、おじゃこ

や干物に小夏などを販売！ 

各種鮮魚、メジカつかみ取り 

無料つみれ汁、足摺四万十鱧 

地元農家の方の新鮮野菜販売 他 

5日「こどもの日」限定。お子様にプレゼントあり！

先着100名！ 

当店で￥3,000以上お買上げのお客様に、真鯛

１尾プレゼントのチャンスあり！ 

干支展 春のウミウシ展 

海の元気まつり 

入館料…18歳以上700円 
　　　　児童・生徒350円 
営業時間…AM8：00～PM6：00

5/2（土）・3（日）は 
松尾の郷土料理 
「つわ寿司」など 
を販売！ 

年間 
パスポート 
発売中!!

高知県立 

え　　と 

〈ミカドウミウシ〉 

（水） ～ 4 29 （日） 5 10
● シーカヤック 
● 海上遊覧 
● 鯛釣り 
● バナナボート 

● 「海の元気市」新鮮な魚・野菜・郷土料理など 

● 清水のさばぁーがー早食いコンテスト（景品有） 

● かつおのわら焼きタタキ実演（試食有） 

● 海の体験ができるよ！（有料） 
※海の体験は変更・中止の場合があります。 

（日） ～ 5 3 （月） 5 4

バイキング 

おとな　￥1,200 
小学生　￥600 
未就学児　無料 

1日限定 
150人 

元気まるごと 

11：00～14：00
元気まるごと工房と地元婦人会の
愛情と知恵をしぼった新鮮地元食
材使用の美味しい料理＆スイーツ 

海
や
畑
の
元
気
な
清
水
の

食
材
を
利
用
し
た
約
25
種
の

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
。 

足摺・竜串周辺海域で春
に見られるアメフラシ
やウミウシの仲間を展
示紹介！ 
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平
成
21
年
度
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
４
月
６
日
か
ら
15
日
に
か

け
て
展
開
さ
れ
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」を
基
本
事
項
に
、

「
全
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底
」

「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
」「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」の
３
点
を
重
点
目
標

に
、様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

春の全国交通安全運動  

　４月３日、市交通安全指導員委嘱式が市役所で行

われ、西村市長から指導員一人一人に委嘱状が手渡

されました。　指導員を代表して交通安全指導員協

議会会長の岡田八月夫さんが「今後も子ども・高齢者

の保護を中心とした交通安全活動を続け、市民の交

通安全のために努力します。」と決意表明を行いました。 

下ノ加江…森　　一美 

大　　浜…倉松　建二 

下  益  野…岡田八月夫 

下川口…酒井　一洋 

栄　町…時岡　英人 

元　町…原　　起子 

幸　町…山岡　征治 

加久見…小川　恭司 

養　老…浜田　勝良 

　
４
月
７
日
、
養
老
「
あ

ん
き
な
家
」
で
、
高
齢
者

を
対
象
に
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
、
ビ
デ
オ
や
高

齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
講
話
で
交
通
事
故
防
止

へ
の
意
識
高
揚
を
図
り
ま

し
た
。 

　
４
月
９
日
、
足
摺
岬
小

学
校
の
５
・
６
年
生
に
「
わ

が
家
の
交
通
課
長
委
嘱
状
」

と
記
念
品
が
清
水
警
察
署

長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

交
通
事
故
撲
滅
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
・
地
域
か
ら

啓
発
し
て
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

　
４
月
10
日
、
道
の
駅

め
じ
か
の
里
で
、
自
動

車
整
備
振
興
会
の
協
力

の
も
と
「
街
頭
車
検
」

を
実
施
し
、
整
備
不
良

に
伴
う
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
ウ
イ
ン

カ
ー
や
ブ
レ
ー
キ
、
バ

ッ
ク
ラ
ン
プ
球
が
切
れ

て
い
る
車
に
は
、
無
料

で
交
換
修
理
を
行
い
ま

　
４
月
11
日
、
大
岐
の

旧
足
摺
自
動
車
学
校
で
、

清
水
高
校
生
の
二
輪
車

免
許
所
持
者
を
対
象
に
、

「
二
輪
車
安
全
運
転
競
技

大
会
」
が
行
わ
れ
、
交
通

機
動
隊
の
実
技
指
導
の

も
と
、
安
全
運
転
意
識

お
よ
び
運
転
技
術
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。 

《交通安全指導員に委嘱状》 

　
４
月
６
日
、交
通
安
全
Ｐ

Ｒ
の
た
め
、市
野
瀬
で
交
通

茶
屋
を
実
施
し
ま
し
た
。シ

ー
ト
ベ
ル
ト
な
ど
の
正
し

い
着
用
を
呼
び
か
け
、土
佐

食（
株
）提
供
の
姫
か
つ
お
や
、

ヤ
ク
ル
ト
、
チ
ラ
シ
、
清
水

高
校
手
芸
ク
ラ
ブ
提
供
の

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
等
を
配

布
し
交
通
安
全
の
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。 

《 交 通 茶 屋 》 《高齢者交通安全教室》 

《わが家の交通課長委嘱式》 《 街 頭 車 検 》 《二輪車安全運転競技大会》 

交通安全指導員のみなさん（敬称略）　任期…平成21年4月１日から４年間 



幡
陽
小
学
校 

三
崎
小
学
校 

清
水
小
学
校
一
年
一
組 

清
水
小
学
校
一
年
一
組 

清
水
小
学
校
一
年
二
組 

清
水
小
学
校
一
年
二
組 

中
浜
小
学
校 

下
ノ
加
江
小
学
校 

～すこし大きなランドセル　未来と希望をつめて～ 

下
川
口
小
学
校 

窪
津
小
学
校 

足
摺
岬
小
学
校 


